


Exosome（エクソソーム）とは

ˎ文献によってサイζはॾ説あり
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Actin，5ubulin，Coplin，1roplin，
.yosin，7imentin，Fibronectin，.oesin

シグナル分子 E(FR，HIF�1Ћ，C%C42，1I�K，ARF1

.7B 成分子ߏ Alix，5sg101，Clathrin，6biRuitin

シャϖロン HS1�0，HS190，HS1�0，
HSC�0

%NA

miRNA
IncRNA circRNA
ncRNA（ ）

mRNA

ラフト࣭ࢷ

C%9，C%��，
C%�1 など

エクソソームはエンドソーム由来の細胞外小胞（EV）の一種 エクソソームには様々な
分子が含まれている微小小胞体

Microvesicles
˔ サイζɿ100～1,000 nm＊
˔ ༝来ɿ細胞ບ
˔ マーカーɿインテグリンなど

ˎ

細胞ບ

初期エンドソーム

リソソームΰルジମ

ଟ胞ੑエンドソーム（.7Bs）

エクソソーム
Exosomes

˔ サイζɿ30～150 nm＊
˔ ༝来ɿ細胞内のଟ胞ମ
˔ マーカーɿC%9
 C%��
 C%�1 など

拡大ਤ

参ߟ文献ʦ1.I%ɿ252��114，�2�5994�ʧ

エクソソームは細胞間の情報伝達を行っている
ΤΫιιʔϜ͕ؔΘΔੜཧ機ೳɾΠϕϯτ

˔ 細胞の代謝・シグナル伝ୡ
˔ 細胞の発生・࠶生
˔ 細胞઀着
˔ がんਐ行・がんసҠ

など
細胞外スϖース

（血ӷ，೴੸਷ӷなど）

エクソソーム࢈生細胞 エクソソーム受༰細胞

1. ບ༥߹
2. エンドサイトーシス
�. レセϓターをհした結߹
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参ߟ文献ʦ1.I%ɿ2���45�0ʧ

エクソソームはリキッドバイオプシーのマーカー
として期待されている

参ߟ文献ʦ1.I%ɿ2�410�1�ʧ

試料の回収

࣬පの਍அ

解析

ྦ

೘，ਫ਼ӷ

血ਗ਼，血ᕶ

ଣӷ

೴੸਷ӷ

RNA など

エクソソーム

ྫ 2 ɹ間༿װܥ細胞༝来のエクソソーム（.SC�exos）は，Ҏ下の఺
からアルツϋイマーපのྍ࣏薬として期待されている。
・アミロイド Ќを分解する߬ૉ NE1（ネϓリライシン）を持つ。
・アミロイド ЌオリΰマーによるࢎԽストレスやシナϓスのଛইから

ւഅਆ経細胞をอޢする。
・活ੑԽミクログリア，൓応ੑアストロサイトおよびԌ症ੑサイトカイン

の์出を཈੍し，ਆ経Ԍ症を཈える。
参ߟ文献ʦ1.I%ɿ�292�29�ʧ

ྫ 1 ɹあらか͡め IFN�Ѝ でܹࢗされた間༿װܥ細胞から࢈生されたエ
クソソームは，߅Ԍ症ੑマクロフΝージ༠導ੑタンパク࣭がೱॖされて
いた。これを取りࠐんだマクロフΝージはよりޮ཰的に؊ଁのো֐部分
にҠ動し，؊ߗมの૊৫म෮にಇくようになった。
参ߟ文献ʦ1.I%ɿ����5�5�ʧ

؊ଁエクソソーム マクロフΝージ

エクソソームは新たな治療ツールとして期待
されている

エクソソーム

Autologous exosomes

%elivery

Exogenous exosomes

siRNA やタンパク࣭などを導入して
エクソソームをվม

エクソソームにはॴ定のଁثや૊৫の細胞に分子をૹୡする機能
があり，天વのドラッグデリバリーシステムとしての応用が
研究されている。
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知りたい
！

ΤΫιιʔϜڀݚ
ͷల๬ޙࠓɾ஫໨෼໺ɾ޲৽ಈ࠷
東京医科大学 医学総合研究所 分子細胞治療研究部門
落谷 孝広 教授

，तにڭ 広޹ҩ科大学çམ୩ژճはエクソソーム研究のୈ一人者である౦ࠓ
エクソソーム研究の最新動޲・注目分野・ࠓ後のల望についてو重なお࿩を
。いました࢕

エクソソームによる体内情報伝達について教えて下さい

エクソソームによるリキッドバイオプシーについて教えて下さい

ɹエクソソームという用ޠは，ࠓではઐ໳用ޠというよりも一
ൠ໊になってきています。当初զ々が๊いていたエクソソーム
という֓೦は，現在では sE7（Small extracellular vesicles）
に֘当するものだと思いますが，ࠓճはศٓ的にエクソソーム
というݺশを使用します。
ɹエクソソームが様々に応用される理༝は，զ々の細胞から分
ൻされ，そしてମ内で生ମ৘ใのメッセンジャーとして機能し
ているからにଞなりません。正ৗな細胞もエクソソームを分ൻ
していますが，ԿらかのストレスやϗルϞン，ମ外からの๫࿐

（1.2.5 や৯品，৯品ఴ加物をؚΉԽ学物࣭など）といった
様々なܹࢗにରして細胞がහ感に൓応し，ฏৗ時とはҟなる
エクソソームを分ൻするようになります。ฏৗ時に分ൻされる
エクソソームとܹࢗ時のエクソソームでは，エクソソームのੑ
状，つまり࣭ࢷೋ重ບにアンカリングしているタンパク࣭のछ
ྨとその຋༁後म০の౓߹いや，࣭ࢷೋ重ບの࣭ࢷのߏ成がม
Խしていることが分かっています。エクソソームが，ある細胞
からผの細胞に৘ใを伝ୡするという目的および機能を持って
いることをߟえると，これらのมԽは分ൻする細胞が受ける
ストレスや，Ԍ症やප態といった生理状態のछྨに応͡て細かく
มԽしているものとߟえられます。

ɹ通ৗզ々が生活を営んでいる中で，エクソソームをհした
৘ใ伝ୡをҙࣝすることはまずないと思います。しかし，ある
ものをٵいࠐんだ時にؾ道্ൽ細胞でىこるมԽや，ඓ೪ບや
໢ບ，೴内でىこるมԽ，あるいは৯品をઁ取することにより
৯道やң，大௎，؊ଁやᢄଁでىこるมԽの中の一つとして，
エクソソームによる৘ใ伝ୡは確かにىきています。これまで，
がん細胞とपғの細胞がܗ成するがんඍ小ڥ؀に関してエクソ
ソームの研究がਐめられてきましたが，それだけではなく，生
理現৅のશൠにおいてエクソソームが৘ใ伝ୡのඇৗに重要な
໾ׂを果たしていることが注目されています。エクソソームは
最ऴ的に血ӷやମӷにྲྀれ出てくるので，ମ内でどのような細
胞がԿをٻめてメッセʕジを発信しているのか，血ӷやମӷの
中のエクソソームをௐ΂ることにより知ることができます。
これがリΩッドバイオϓシーです。
ɹ様々なछྨのମӷが試ྉになりಘますが，ҟなるମӷからは
ҟなる৘ใがಘられると༧૝されます。ྫえ͹，同͡人から同
時に࠾取したྦӷ，ଣӷ，血ӷからಘられる৘ใはそれぞれҟ
なるでしΐうし，೘はશ਎の状態がೱॖされて出てくるとߟえ
られるのでڵຯਂい試ྉの一つです。

ɹそしてエクソソームの中には，miRNA，mRNA，piRNA，
ncRNA，タンパク࣭，代謝࢈物などがؚまれており，৘ใは
ଟذにわたります。細胞の様々なมԽに応͡て，エクソソーム
の外見や中਎がมわり，相खの細胞への伝わり方や৘ใのछྨ
や࣭がมわることによって，その細胞が݈߁な状態でいるのか，
あるいは S0S を出しているのかといったことがଞの細胞に伝
わります。そしてエクソソームを受け取った細胞は，その細胞
をॿけたり，ഉআしたり，さらにผの細胞に状گを伝えたりと
いった൓応をىこします。このようなエクソソームをհした
細胞間の৘ใ伝ୡが，શ਎の֤૊৫やଁثでىこっています。

ɹ血ӷについては，その中にଘ在する �0ˋ ఔ౓のエクソソー
ムが血小൘༝来であることが最近ใࠂされました。残りの約
40ˋ の中にଁث૊৫༝来の正ৗな状態，つまり様々な生理的
なมԽについて৘ใަ׵をしているエクソソームがあり，さら
にその中にฆれてストレスやがん，Ԍ症といったҟมによって
分ൻされたエクソソームがଘ在しています。
ɹエクソソームによるリΩッドバイオϓシーは，ඍྔの血ӷや
ମӷから実ࢪՄ能であり，いままでのը૾਍அやजᙾマー
カー，血ӷ生Խ学ࠪݕなどにൺ΂֨ஈにଟくの৘ใྔをಘられ
ます。現在ར用されているजᙾマーカーは，がんが大きくなっ
て໔Ӹ細胞にܸ߈されたり，一部がյࢮし，その細胞のஅยが
血ӷ中にजᙾマーカーとして現れることをར用しています。し
たがって，がんの早期にはݕ出ができなかったり，正ৗ૊৫で
発現していたものが，時にِཅੑとしてݕ出されたりするとい
うܽ఺があります。このܽ఺をิう，つまりがんを早期に正確
に見つけることが，エクソソームによるリΩッドバイオϓシー
には期待できます。がんの早期発見は生ଘ཰の্޲にد与する
という科学的なエビデンスがありますので，そのメリットはඇ
ৗに大きなものとߟえます。
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エクソソームによるリキッドバイオプシーにおける現状の課題について教えて下さい

体の変化の“予兆”はどのように分かるのでしょうか？
またどのように疾患の予防につながっていくのでしょうか？

ɹゲノムのมҟや SN1s などの遺伝ੑの特長Ҏ্に，エクソ
ソームはࠓのମ内のʠ現場ʡの৘ใをڭえてくれるඇৗにଟ機
能（マルチϞーダル）なଘ在であるとߟえられます。զ々はそ
こにັ力を感͡，エクソソームからಘられる৘ใをリΩッドバ
イオϓシーに൓өすれ͹，がんをは͡めೝ知症や，その人のਫ਼
ਆ状態，Ԍ症の状態，さらには௎内細ەの状態など様々なମ内
の状態を理解できるようになるとߟえています。පӃで大ֻか
りなࠪݕをしなくても，ଣӷや೘といったサンϓルからࣗ分ࣗ
਎のମにԿがىきているかを日ৗ的にチΣックしてରॲできれ
͹，す΂ての࣬ױに共通してٻめられている早期発見ʗ早期հ
入が実現できるようになるとߟえます。
ɹウΣアラブルな端຤でମӷからの৘ใを取ಘし，データセン
ターにリアルタイムに৘ใがૹ信・஝積され，Կか໰୊があれ
͹アラートを出して，どうରॲすれ͹よいかまでࣔしてくれる
というのが，究ۃのリΩッドバイオϓシーだと思います。しか
し，残೦ながらテクノロジーが௥い෇いておらず，リΩッドバ
イオϓシーの現状は，まだまだ入りޱに来たに過͗ません。

ɹエクソソームにؚまれる物࣭の一つであり，զ々が長年リ
Ωッドバイオϓシーのターゲットとして୳ٻしてきた miRNA
はମの中に約 2
�00 छྨあります。通ৗそれらは特定のߧۉ

（バランス）をもって発現していますが，そこにストレスや行
動のมԽ，加ྸ，外的要Ҽなどが加わることで，ຊ来のバラン
スが่れます。この miRNA のバランスの่れはエクソソーム
中にؚまれる miRNA に൓өされるので，リΩッドバイオϓ
シーで知ることができます。ྫえ͹，A:A 世代（15～�9 （ࡀ
でがんになる方は miRNA のバランスにมԽが現れることが分
かってきています。一方で，৯品中のある成分がそのバランス
のมԽをݩの正ৗな状態に໭してくれることも分かってきまし
た。੺ワインにؚまれるレスϕラトロールやメチルԽレスϕラ
トロール（ϓテロスチルϕン）が，ある特定の miRNA のసࣸ
ௐઅྖҬに࡞用して発現をコントロールしていることが分かっ
ています。
ɹ余談ですが，レスϕラトロールやϓテロスチルϕンはアル
コールにしか༹けない成分であり，ݹ代の人がブドウを使って
ワインͮくりをしたというのが，୯にアルコールを楽しΉだけ
でなく，ମのෆௐにରॲするためでもあったのではないだろう
かという૝૾も๲らみます。ワインҎ外の発߬৯品や，ྫえ͹
०の৯΂物なども，もしかするとこういった miRNA のバラン
スを੔える成分をؚんでいるのかもしれません。
ɹࠓまでのʠ࣬ױʡの֓೦と大きくҟなり，未පすなわちපؾ
のʠ༧ஹʡは，とある miRNA のมԽにあるのではないかとߟ
えています。そして最ऴ的にそのมԽをݩに໭せなかった人
が，がんやアルツϋイマーといったʠ࣬ױʡになるのではない
かとߟえ，現在研究をਐめています。

ɹまた，エクソソームは正ৗな細胞や血小൘など様々な細胞か
ら分ൻされており，特に生ମ試ྉにはଟछྨのエクソソームが
ࠞ在しているので，どのエクソソームがどの細胞に༝来するの
か，まだきちんとࣝผができていない状گです。この՝୊を解
決するためにはシングルエクソソーム解析が行えるような技術
の開発がඞ要です。それができれ͹ݸ々のエクソソームの৘ใ
がମの中のどんな細胞からのメッセージで，Կを伝えようとし
ているのかがよりਂく正確に理解できるようになり，それがප
法やରॲ法のྍ࣏，やମのෆௐに関わるようなものであれ͹ؾ
研究開発にܨがります。
ɹ人生 100 年の時代，大部分の人が݈߁で޾せな 90 ，୆ࡀ
100 ୆を迎えるためにはまだ研究や৘ใが଍りていませんࡀ
が，リΩッドバイオϓシーを使って，ࠓ後ىこりಘるମのมԽ
のʠ༧ஹʡを೺Ѳし，早期にରॲすることはできるとߟえてい
ます。ྫえ͹զ々がೝ知症にରしてਐめてきたϓロジΣクトで
は，「あなたはೝ知症です」とೝ定するリΩッドバイオϓシー
は確ཱされていませんし，ྍ࣏薬も製薬֤社が開発しているも
のの良いものがなかなか開発できていません。一方，ܰ౓ೝ知
ো֐（.ilE Cognitive Impairmentɿ.CI）の人から，൒年
後にアルツϋイマーපになってしまうϋイリスクの人をબび出
すことができています。それが分かれ͹，発症を 1 年先，2 年
先へとԆ͹す౒力ができますし，その間に良い薬が開発される
Մ能ੑも生まれます。実ࡍ，Ԥ米ではܰ౓のೝ知症の方にରし
て積ۃ的に৯事や運動，Ի楽などでհ入しており，ᛉ૝（メ
ディテーシϣン）などが一定の༧๷ޮ果を্げているというใ
。がありますࠂ

ɹྫえ͹，遺伝ੑೕがんཛ૥がん症ީ܈（HB0C）の BRCA1
または BRCA2 といった遺伝子にయ型的なมҟがないにも関わ
らず，एくしてೕがんになる方がいます。そのݪҼをௐ΂てい
て，զ々はストレス応౴に関与する miRNA�2�b にḷりつきま
した。miRNA�2�b はฏৗ時にはストレスタンパク࣭の発現を
཈えるಇきをしていますが，ストレスがかかると発現が཈えら
れ，߅ストレスタンパク࣭の発現がオンになります。この൓応
ࣗମは正ৗなものですが，ストレスが長期Խすると໰୊が発生
します。というのも，miRNA�2�b はこの߅ストレスタンパク
࣭の発現੍ޚだけでなく，౶代謝や࣭ࢷ代謝，薬ࡎഉ出など
様々な൓応にも関与している miRNA であり，これが長期的に
཈੍されることでストレス応౴とはผのところにӨڹが出てし
まうことが分かってきたのです。その後の研究でこの一連の൓
応が，ϗルϞンཅੑೕがんの要Ҽになっていることがূ໌され
ています。また，米国でのೕがんױ者のコϗート研究の結果，
౶೘පをซ発し，経ޱ౶೘පྍ࣏薬メトϗルミンを෰用してい
るೕがんױ者では，෰用していないೕがんױ者とൺ΂て࠶発が
গなく，༧後が良޷であったことがใࠂされました。メトϗル
ミンは 1950 年代に開発されたҩ薬品で，マメ科の২物（Ψレ
Ψソウɿ(alega oGGicinalis）にؚまれる，ϠΪの฼ೕの分ൻ
を良くする成分です。
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ɹメトϗルミンがೕがんの発生そのものを཈えるかどうかの࣏
されていませんが，人々のण໋をԆ͹すޮ果があࢪはまだ実ݧ
るかどうかという研究に関しては，�5～�9 のࡀ �
000 人をର
৅とした � 年間の大ن模なメトϗルミン౤与܈とඇ౤与܈のൺ
ֱ 試 5he 5A.E（5argeting Aging Xith .etGormin），ݧ
5rial が米国で始まっています。このメトϗルミンの࡞用఺の
一つが miRNA�2�b であることが໌らかとなってきていて，ೕ
がん細胞にメトϗルミンを౤与すると，miRNA�2�b の発現レ
ϕルが正ৗレϕルに໭ることが確ೝされています。このこと
は，ೕがんとメトϗルミン・miRNA�2�b の関܎だけでなく，
先ఔの੺ワインのレスϕラトロールと同様に，২物やバクテリ
ア・発߬物などࣗવのܙみが，私たちのମで่れてしまった
miRNA のバランスをݩに໭してくれることをࣔしています。
どういった時にどの৯品をઁれ͹ miRNA のバランスをݩに໭

してくれるのかというのは，ࠓ後の研究で໌らかにされていく
΂きことの一つです。ࠓ後のエクソソームや miRNA の研究は，
զ々ҩ学研究者だけでなく৯品や栄ཆ学などの分野でも大きく
発లしていくものとߟえます。

哺乳類以外のエクソソーム研究に関する話題をお聞かせいただけますか？
ɹᄡೕྨのみならず，生物界には，ඇᄡೕྨ༝来のエクソソー
ム も 広 く 分 ෍ し て い ま す。 バ ク テ リ ア の 場 ߹ に は 0uter 
.embrane 7esicle（0.7）というผ໊がついていますが，
広ٛにはエクソソームに分ྨして良いと思います。またࠛ஬，
২物，૶ྨ，ւ༸生物などにもエクソソームはあり，ࠓ後これ
らのྨੑࣅやҧいを解໌するとともに，ώトҎ外のエクソソー
ムに目を޲けていくඞ要もあると思います。なͥなら，この஍
でҟなる生物छが関わり߹ってଘ在していることは໌らか্ٿ
で，஍্ٿのあらΏる生物がエクソソームを使って৘ใަ׵

（Inter�KingEom Communication）をしているように思え
るからです。২物やバクテリアの細胞外小胞（E7）は，まだ分
からないこと͹かりですが，ి子ݦඍڸで見るݶりはᄡೕྨの
エクソソームと同͡に見えます。さらなる解析にはマーカーの
৘ใやੑ能の良い߅ମがඞ要であり，開発が待たれます。
ɹ最近のがん研究のトϐックスの中に，がん૊৫の中にはバク
テリアがଟく見られるというใࠂがあります。大௎がんの中で
発とストレスの૿࠶者のױが૿えているྫや，ೕがんەपපࣃ
加やࣃपපのѱԽの関連がٙわれる事ྫもあり，ࣃपපの有ප
཰とߢޱフローラのௐࠪ，ࣃपපەから出ているエクソソーム
とがんの発症に関する研究を現在ਐめています。一方で，いわ
Ώるળەۄと言われるバクテリア༝来のエクソソームのಇきも
ඇৗにڵຯਂいところです。

ɹエクソソームは細胞やݸମ，あるいはछを௒えたゲノム৘ใ
のަ׵にも関与しているՄ能ੑがߟえられます。マサチュー
セッツ૯߹පӃの 9anEra BreakeGielE ，तらのグルーϓはڭ
エクソソームにトランスポβーゼ活ੑがあるとใࠂしていま
す。また，細胞のྫでは，KRAS 遺伝子のコドン 12 にมҟの
ある大௎がん細胞のഓཆ্ਗ਼からճ収したエクソソームを
NIH�5� などにఴ加すると，一過ੑの KRAS 遺伝子コドン 12
มҟの導入によって，正ৗ細胞が࣭ܗస׵をىこすことが確ೝ
されています。ࣗવ界のྫでは，マツの໦にد生するマツノマ
ダラカミΩリの染৭ମからマツの໦のゲノムが見つかっていま
す。どのような経路で，Կのために取りࠐまれたのかはෆ໌で
すが，छを௒えてゲノム৘ใが受け渡されているՄ能ੑをࣔす
一つの事ྫです。エクソソームがカンブリア大ര発のようなゲ
ノムのଟ様ੑの֫ಘや，その後の生物のਐԽに関わり，そして
いでいるのかܨでも生物界に広くอଘされていて生物同士をࠓ
もしれないとߟえるとڵຯがਚきません。

エクソソームの医療応用の現状と課題に
ついて教えて下さい

最後に，本記事を読まれている研究者の方々への
メッセージをお願いします

ɹ࠶生ҩྍ分野では，間༿װܥ細胞が࠶生ҩྍ౳製品ୈೋछで
ঝೝされていますが，間༿װܥ細胞のޮྍ࣏果の大部分はその
細胞ࣗମの分Խによるものではなく，分ൻされるエクソソーム
やサイトカインのಇきであるとߟえられ，その؍఺からエクソ
ソームྍ࣏（E7 。が注目されています（ྍ࣏
ɹྫえ͹ਆ経װ細胞༝来のエクソソームは様々なප態にରする
ޮ果が期待されていて，೴࠹ߎのダメージからのճ෮やਆ経の
生をするだけではなく，௎Ԍなどにもޮくと言われていま࠶
す。実用Խに޲けては，ҟなるサイζのエクソソームにそれぞ
れどのような৘ใがؚまれていて，どのようなޮ果をࣔすのか
といった生物学的な理解もඞ要ですし，エクソソームを大ྔに
ௐ製するためのഓཆ技術やਫ਼製技術の開発もඞ要です。さらに
安શੑに関しても未知の఺がଟくあります。

ɹエクソソームは࣬ױのみならず様々な生理現৅にも関わって
いて，未පのվળや Q0- の্޲という໘でも大きなՄ能ੑを
ؚんでいます。さらには生物界શମの関ੑ܎や生໋のਐԽとい
う，より広いサイエンスの分野でも新たな発見をもたらしてく
れるものと期待されます。
ɹ一方で，シングルエクソソーム解析技術，ᄡೕྨҎ外のエク
ソソームのマーカーに関する研究，有用な߅ମの開発，පؾや
ମのෆௐに有ޮなエクソソームの୳索とそのソースの発۷，そ
して࠶生ҩྍに応用するためのഓཆ，ਫ਼製技術の開発や安શੑ
に関する研究など，エクソソーム研究にはまだまだ解決す΂き
՝୊が数ଟく残っています。
ɹຊߘが様々な分野の研究者のڵຯやͮؾきとなり，ଟくの方
がこれらの՝୊の解決に取り૊んでいただけれ͹޾いです。
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΢γ༝དྷΤΫιιーϜΛআͨ͠ڈ '#4

Exo-'#4 Exosome-Depleted '#4

8eC ϖʔδ番号
7160ࡧݕ

培養細胞を用いてエクソソーム研究を
行う際，FBS 中のウシ由来エクソソー
ムはバックグラウンド上昇の原因とな
ります。本製品はウシ由来エクソソー
ムを除去しているため，細胞培養液か
らのエクソソーム回収に最適です。

˔ C%�� ཅੑのエクソソームがআ去されていることと，ウシ
༝来 miRNA がݕ出ݶ界Ҏ下であることを確ೝしています。

˔ ଟくのछྨの細胞が，通ৗの FBS と同様に૿৩します。
˔ 使用法は通ৗの FBS と同様に，%.E. や R1.I などのഓ஍

に 10ˋ ఴ加するだけです。

NanoSight -.10（.alvern 社）を用いて，エクソソームサイζのཻ子をଌ定した。
ຊ製品ではエクソソームがほとんどআ去されていることが分かる。
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特　長

通ৗの FBS および Exo�FBS から RNA をந出し，定ྔ的 R5�1CR により 12 छྨのウシ
༝来 miRNA の有無を確ೝした。

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

EYosoNe-%epMeteE F#4, EYo-F#4
SBI������ SBI E90�FBS�50A�1 50 ml � 40
000
SBI������ SBI E90�FBS�250A�1 250 ml � 1�0
000

˞ඇಇԽॲ理はਪ঑していません。下هのඇಇԽࡁみ製品を͝使用下さい。

EYosoNe-%epMeteE F#4, EYo-F#4, )eat *nactiWateE
SBI�����3 SBI E90�FBSHI�50A�1 50 ml � 42
000
SBI�����2 SBI E90�FBSHI�250A�1 250 ml � 1��
000

加೤ॲ理（�5ˆ，15 分間）によりඇಇԽࡁみ。
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݂ਗ਼ͳͲのಈ෺༝དྷ੒෼Λؚ·ͳ͍ഓ஍

ώトؒ༿ࡉװܥ๔増৩༻ഓ஍
NE
W

8eC ϖʔδ番号
69939ࡧݕ

ヒト間葉系幹細胞（hMSC）を高い効率で増殖させるこ
とができる培地です。高濃度の細胞外分泌物（増殖因
子，エクソソームなど）も得ることができます。

特　長
˔ 血ਗ਼などの動物༝来成分をؚみません（Serum フリー，

9eno フリー）。
˔ ଟ分Խ能をҡ持した状態で最௿ � ճのܧ代ഓཆがՄ能です。
˔ ϓレートのコーティングはෆ要です。
˔ ผ売の૿৩用サϓリメント（�R-B10S）（ウイルスフリー，

ώト༝来成分ؚΉ）を使用することで，さらに高い૿৩能と
分ൻ能をಘることができます。

使用例
分ൻH(Fྔ（ng�ml）

A B C %

400
�50
�00
250
200
150
100

50
0

2ʷ10�

1ʷ10�

0

細胞数

A B C %

ώトࢷ๱༝来 .SC を A～% のഓ஍でそれぞれഓཆし，細胞数の計ଌおよびഓཆ্ਗ਼中の
H(F ྔをଌ定した。ຊ製品୯ಠまたはຊ製品ʴผ売サϓリメントでഓཆすると，ほかの
ഓ஍にൺ΂て高い૿৩能と H(F 分ൻ能をࣔした。

増殖能とHGF分泌能の比較
Aɽຊ製品୯ಠ Bɽຊ製品ʴผ売サϓリメント
Cɽ%.E.ʴFBS %ɽଞ社ゼノフリーഓ஍

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

ώτؒ༿ࡉװܥ๔૿৩༻ഓ஍
ʪTeMe4teN .eEiuN )(-1（4eruN-Free/9eno-Free）ʫ  NEW

5B0 R-B500. 500 ml � 45
000 5B0000002

分化能の確認
ຊ製品でഓཆしたώトࢷ๱༝来 .SC について，ࢷ๱，ೈࠎ，ࠎ，血؅内ൽ֤細胞への分
Խ能を確ೝした。

๔ࡉ๱ࢷ

0il ReE 0 染৭

݂؅಺ൽࡉ๔

血؅ネットワークが
成されているܗ

๔ࡉࠎ

von Kossa 染৭

ೈࡉࠎ๔

.icromass の SaGranin 0 染৭

ೈࡉࠎ๔

Alcian Blue 染৭

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

ώτؒ༿ࡉװܥ๔૿৩༻ഓ஍αϓϦϝϯτ
ʪTeMe4teN .eEiuN 4uppMeNent )(4-1（9eno-Free）ʫ  NEW

5B0 R-B10S 12.5 ml � 20
000 5B0000003

ώτؒ༿ࡉװܥ๔૿৩༻ഓ஍αϓϦϝϯτผച඼
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ΤΫιιーϜのੜ߹੒ɾ෼ൻΛ
Խ߹෺ࢠΔ௿෼͢ޚ੍

NE
W

低分子化合物によるエクソソームの生合成・分泌の制御
エクソソームをؚΉ E7 はタンパク࣭やࢎ֩，࣭ࢷなどの༌ૹをհ
して細胞間コミュニέーシϣンにおいて重要な໾ׂを୲っており，
様々な࣬ױに関与していることも໌らかになっています。ྫえ͹，
がん༝来 E7 はजᙾඍ小ڥ؀をมԽさせることによるजᙾసҠの༠
導1,2，血؅内ൽ細胞の活ੑԽによる血؅新生の༠導3,4,5，໔Ӹ
チΣックポイントの活ੑԽによる߅जᙾ໔Ӹの཈੍6 に関与してい
るとߟえられています。そのため，E7 の生߹成や分ൻを੍ޚする薬
。分子への注目がूまっていますิީࡎ

近年の研究報告の例
˔ C%���(F1 発現 C4�2B 細胞を用いて 4
5�0 छྨのリードԽ߹物

のスクリーニングを行った結果，エクソソーム生߹成や分ൻのڧ
力な્֐物࣭（5ipiGarnib
 Neticona[ole
 Climba[ole
 Keto�
cona[ole
 5riaEemenol）， お よ び 活 ੑ Խ 物 ࣭（SitaGloxacin

Forskolin
 SB21��95
 Fenoterol
 NitreGa[ole
 1entetra[ol）
が発見された7。

˔ 5I.�4 アフィニティ E-ISA を用いて 1
5�� छྨの௿分子Խ߹物
のスクリーニングを行った結果，(84��9 とൺֱして様々な細胞
छで E7 の分ൻを્֐する物࣭（Apoptosis Activator 2）が発見
された。また，HEK29�5 細胞やώト間༿װܥ細胞など幅広い細
胞छで E7 分ൻを活ੑԽする物࣭（Cucurbitacin B
 (ossypol

0batoclax）も発見された8。

1. HooE
 J. -.
 et al.
 Cancer Res.
 71 （11）
 ��92���01（2011）.ʦ1.I%�214��294ʧ

2. 1einaEo
 H.
 et al.
 Nat. .eE.
 18 （�）
 �����91（2012）.ʦ1.I%�22��5005ʧ

3. Ko
 S. :.
 et al.
 Commun. Biol.
 2
 ���（2019）.ʦ1.I%��1�4�1�9ʧ

4. 8ang
 :.
 et al.
 .ol. 5her. Nucleic AciEs
 20
 421�4��（2020）.ʦ1.I%��22441�9ʧ

5. 5sutsui
 5.
 et al.
 Carcinogenesis
 41 （9）
 12���1245（2020）.ʦ1.I%��24��42�ʧ

6. 8hitesiEe
 5. -.
 Clin. Exp. Immunol.
 189 （�）
 259�2��（201�）.ʦ1.I%�2���9�05ʧ

7. %atta
 A.
 et al.
 Sci. Rep.
 8 （1）
 �1�1（201�）.ʦ1.I%�29�022�4ʧ

8. :unGei
 .a
 et al.
 Sci. Rep.
 11 （1）
 1�4�1（2021）.ʦ1.I%��41��11�ʧ

. E . 0

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

$anertiniC
$&.100121 CE. CS�0121 10 mg � 14
000
$&.200121 CE. CS�0121 50 mg � 2�
000
$&.300121 CE. CS�0121 200 mg � 5�
000

エクソソームの分ൻをڧ力にଅਐする物࣭。..8.ɿ4�5.94

ForskoMin
$&.101�5� CE. CS�1454 10 mg � 15
000
$&.201�5� CE. CS�1454 50 mg � �0
000
$&.301�5� CE. CS�1454 100 mg � 41
000

લཱથがん細胞（1C 細胞）において，エクソソームの生߹成や分ൻをଅਐする物࣭。
..8.ɿ410.50

(8 4869（)ZErochMoriEe )ZErate）
$"Y11312� CA: 1�12� 1 mg � 11
500
$"Y21312� CA: 1�12� 5 mg � �0
200

中ੑスフィンΰミエリンϗスϗジエステラーゼ（N�Smase）્֐物࣭。ଟ胞ੑエンドソーム
中への出ժと .7B からのエクソソームの分ൻを્֐する。७౓ɿʾ90ˋ，..8.ɿ5��.5

.anuNZcin "
,0.���5�� K0. B75�0091�.001 1 mg � 24
000
,0.���5�� K0. B75�0091�.005 5 mg � 9�
000

力，બ୒的かつ競߹的な細胞ಁ過ੑڧ Ras フΝルネシルసҠ߬ૉ્֐物࣭。エクソソームの
分ൻを્֐する。७౓ɿʾ9�ˋ（H1-C），..8.ɿ550.�

TipifarniC
$&.100��5 CE. CS�04�5 5 mg � 21
000
$&.200��5 CE. CS�04�5 10 mg � ��
000
$&.300��5 CE. CS�04�5 50 mg � 12�
000

C4�2B 細胞や 1C�� 細胞において，エクソソームの生߹成をڧ力に཈੍する。
..8.ɿ4�9.40

ʦϝʔΧʔ：$E.ʧ ʦϝʔΧʔ：,0.ʧ ʦϝʔΧʔ：$":ʧ

ਫ਼੡ΤΫιιーϜ
精製後のエクソソームは，ウェスタンブロッティングに
よりエクソソームマーカーを確認済みです。また，
NanoSight（Malvern社）にて粒度分布を確認済みです。

8eC ϖʔδ番号
8992ࡧݕ

ʦメーカーɿSBIʧ

๔株ࡉ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

.CF�� E901�100A�1 50Жg �4
000 SBI0�1000

.%A�.B�2�1 E901�105A�1 50Жg �4
000 SBI0�1050

1C�� E901�115A�1 50Жg �4
000 SBI0�1150

A549 E901�120A�1 50Жg �4
000 SBI0�1200

H�41 E901�125A�1 50Жg �4
000 SBI0�1250

H19� E901�1�0A�1 50Жg �4
000 SBI0�1300

%.S114 E901�1�5A�1 50Жg �4
000 SBI0�1350

˙͕Μࡉ๔株༝དྷΤΫιιʔϜ
แ૷ɿ50Жg（ʼ1ʷ10� Fro[en Exosomes）

使用例：エクソソームのスタンダード，機能分析，バイオ
マーカーのධ価

CD63

.$F-7
.%"-.

#-231

1$-3
"549

)196
)841

)E,293

%.4114

1$4-500-011

1$4-500-012

#$-3
+urkat

+"84**

)uNan 4eru
N

+.
1

3"84 264.7

（50ʙ60 k%）

精製エクソソームのウェスタンブロッティング解析

ʦメーカーɿSBIʧ

๔株ࡉ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

HEK29� E901�110A�1 50Жg �4
000 SBI0�1100

˙൚༻తͳࡉ๔株༝དྷΤΫιιʔϜ

ʦメーカーɿSBIʧ

試　ྉ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

血ਗ਼ E901�500A�1 25Жg �4
000 SBI0�5000

ଣӷ E901�510A�1 25Жg �4
000 SBI0�5100

೘ E901�520A�1 25Жg �5
000 SBI0�5200

೴੸਷ӷ E901�5�0A�1 25Жg 10�
000 SBI0�5300

˙ਖ਼ৗώτੜମ試ྉ（ϓʔϧ）༝དྷΤΫιιʔϜ

ʦメーカーɿSBIʧ

๔株ࡉ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

BC�� E901�150A�1 50Жg 10�
000 SBI0�1500

Jurkat Clone E��1 E901�155A�1 50Жg 10�
000 SBI0�1550

J.1 E901�1�0A�1 50Жg 10�
000 SBI0�1�00

RA8S 2�4.� E901�1�5A�1 50Жg 10�
000 SBI0�1�50

JA8SⅡ E901�200A�1 50Жg 10�
000 SBI0�2000

˙໔Ӹؔ࿈ࡉ๔株༝དྷΤΫιιʔϜ
แ૷ɿ50Жg（ʼ1ʷ10� Fro[en Exosomes）

แ૷ɿ50Жg（ʼ1ʷ10� Fro[en Exosomes）

ʦメーカーɿSBIʧ

๔株ࡉ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

1CS�500�011ˎ1 E901�140A�1 50Жg 10�
000 SBI0�1�00

1CS�500�012ˎ2 E901�145A�1 50Жg 10�
000 SBI0�1�50

˙ؒ༿ࡉװܥ๔株༝དྷΤΫιιʔϜ
แ૷ɿ50Жg（ʼ1ʷ10� Fro[en Exosomes）

ˎ1 細胞༝来ۦ๱લࢷ
ˎ2 ਷༝来ࠎ

試
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ATCC� Exosomesʢਫ਼੡ΤΫιιーϜʣ

8eC ϖʔδ番号
68662ࡧݕ

スタンダードとして最適な，様々な細胞株由来の精製エクソソームです。エクソソームの組成，細胞のリプログラミ
ング，およびバイオマーカーの研究などに有用です。

特　長
˔ A5CC� がಠࣗに開発した઀ઢྲྀろ過法により高७౓にਫ਼製され，ナノཻ子トラッΩング解析法（N5A）による一؏したཻ౓分෍
（50～200 nm）をࡁূݕみです。

˔ エクソソームのタンパク࣭マーカーを確ೝࡁみ，ロット間の͹らつきはほとんどありません。

使用例

-F cells � HC5 11� Exosomes-F cells � 1C�� Exosomes -F cells � -F Exosomes

A

ヒト初代肺線維芽細胞の成長アッセイ
ώト初代ഏઢҡժ細胞（-F，A5CC� No. 1CS�201�01�5.）を，֤ਫ਼製エクソソーム

（タンパク࣭ 100Жg�ml 相当）で � 日間ॲ理し，ೈפ天コロニーܗ成アッセイを行った。
Aɿクリスタルバイオレット染৭（スέールバーɿ400Жm）
Bɿコロニーܗ成数
参ߟɿSiEEhartha 1aul
 et al.
 1oster presenteE at AACR（2019）.

A5CC� 製品分ৡは初ճの͝ґཔに先ཱち，.5A（.aterial 5ransGer Agreement）に͝同ҙ・͝ॺ໊いただくと共に，NeX Account
Application（BS-1・BS-2・BS-� のいずれか）を提出し，Ϣーβーొ࿥をしていただくඞ要が͟͝います（2 ճ目Ҏ߱の͝ґཔ時は，
フナコシでϢーβーొ࿥の有無を確ೝさせていただきます）。
˞.5A および NeX Account Application 未提出の場߹は分ৡを͝ґཔいただくことはできません。
˞͝ґཔは NeX Account Application でお໊લを͝ొ࿥いただいた方のみに੍ݶされます。

͝ ґ པ ʹ ͋ ͨ ͬ ͯ ͷ ஫ ҙ ࣄ ߲

8eC ϖʔδ番号
68657ࡧݕ

8eC ϖʔδ番号
68765ࡧݕ

ATCC® 製品
ご依頼方法

ATCC®製品
ご利用ガイド

çaUDD!funakoshi�Do�KQ
5&- ������������

ご依頼方法についての
お問い合わせ

価格／注文方法

͝注文はઐ用の分ৡґཔ書またはフナコシ 8eb オンラインオーダーフォーム（ログインがඞ要です）を͝ར用下さい。

˙ਫ਼੡ΤΫιιʔϜ

แ૷ɿ100～200Жl（ʾ109 particles�ml）

๔株ࡉੜ࢈ΤΫιιʔϜ੡඼ͷهࠨ˙

ʦメーカーɿACCʧ

๔ࡉੜ࢈ ঎඼コʔυ（"T$$� Noɽ） แ　૷ Ձ֨（ˇ）

"$$1�53�3 A549 CC-�1�5�E9.5. 1 vial

͝র会下さい

"$$1�53�� HC5�11� CC-�24��E9.5. 1 vial

"$$1�53�5 -NCap CR-�1�40�E9.5. 1 vial

"$$1�53�� h5ER5 .SC SCRC�4000�E9.5. 1 vial

"$$1�53�� 1C�� CR-�14�5�E9.5. 1 vial

อଘ条݅ɿ ɹʦメーカーɿACCʧ

๔株ࡉ ঎඼コʔυ（"T$$�ņNoɽ） แ　૷ Ձ֨（ˇ）

A549 CC-�1�55. 1 ml

͝র会下さい

"$$10020�

HC5�11� CC-�24�5. 1 ml "$$1002�5

-NCap CR-�1�405. 1 ml "$$100�02

h5ER5 .SCˎ SCRC�40005. 1 ml "$$1���03

1C�� CR-�14�55. 1 ml "$$1005��

˞価֨はお໰い߹わせ下さい。なお，ˎの製品はアカデミア͝ॴଐの方
と企業͝ॴଐの方޲けの価֨がҟなります。

様々ながん細胞株から精製したエクソソーム（タンパク質10 μg相当）の
ウェスタンブロッティング解析
様々ながん細胞1）גC��，HC511�，.%A�.B�2�1，A549，6�� .(，-NCa1）か
らਫ਼製したエクソソームは，発現しているマーカータンパク࣭のछྨや発現ྔがҟなって
いた。

N
u

m
b

er
 o

G c
o

lo
n

ie
s

-F �
 .

%A�.
B�2

�1 Exo

-F �
 1C� Exo

-F �
 H

C5 11� Exo

-F �
 -F E

xo

HC5 11� � H
C5 11� Exo

HC5 11� ce
lls

 only

-F c
ells

 only

150

100

50

0

ˎˎ ˎ
ˎˎ ˎ

ˎˎ ˎ

B

.%A�.B�2�1 � 1C��ɿ
ˎˎˎpʻ0.000�

HC5 11�ɿ
ˎˎˎpʻ0.000�

-Fɿpʻ0.010
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ϙϦϚーϑϦーͰΤΫιιーϜΛޮ཰Α͘ճऩͰ͖Δキット

4mart4EC E7 *solation 4Zstem
生体試料からエクソソームなどの EVをサイズ排除クロマトグラフィー（SEC）により回収するキットです。試料を
添加してインキュベートし，遠心後に溶出するだけの簡単な操作で，ポリマーフリーで EVを回収できます。

サイズ排除クロマトグラフィー法

ポリマー
フリー

8eC ϖʔδ番号
69272ࡧݕ

͜ ͜ ͕ ͢ ͝ ͍

従来の SEC（サイズ排除クロマトグラフィー法） SECの利点はそのままに欠点の改善！！
SmartSEC

˓ 高७౓のエクソソームがಘられる
˓ ௒ԕ৺を行わないので୹時間のૢ࡞でճ収がՄ能
× ճ収したエクソソームのೱ౓が௿い
× 大ྔのフラクシϣンのճ収がඞ要なうえ，ճ収したフラクシϣン

のଟくにはエクソソームがؚまれない

˓ ௒ԕ৺を行わないため୹時間のૢ࡞でճ収がՄ能
˓ ଟੑ޸の SmartSEC ビーζが，Ig( やアルブミンなどの 400 k%a

（15～20 nm）までのタンパク࣭ෆ७物をัଊ・อ持
˓ 1 つのフラクシϣンに高ೱ౓な E7 が༹出されるように最దԽ

ؒ࣌

ΫϩϚτάϥϜ E7
ෆ७෺

試ྉͷྲྀΕ

ෆ७෺͸ؒ࣌Λ͔͚ͯ޸ࡉΛ௨աɻ

ैདྷ 4E$ ΧϥϜ

E7

試ྉͷྲྀΕ

ΫϩϚτάϥϜ

ؒ࣌

ෆ७෺

SmartSEC カラム

ଟ࣭޸Ϗʔζ಺Ͱෆ७෺Λัଊɾอ࣋

目తը෼ͷΈճऩʂ

4Nart4E$
Ϩδϯ

E7

ෆ७෺͸ัଊɾอ࣋͞Ε༹ग़͠ͳ͍

エクソソーム回収方法について
現在，市場に様々なエクソソームճ収法・ਫ਼製法がҲれており，બ୒ࢶが๛෋にあります。エクソソームのճ収には，ओに௒ԕ
৺法が用いられ，次いでポリマー沈殿法，サイζഉআクロマトグラフィーなどが下ྲྀのアϓリέーシϣンに応͡て૊み߹わせて
用いられています。それぞれの方法には長ॴと୹ॴ（時間・ૢੑ࡞・ਫ਼製౓）があるため，و重な試ྉをॲ理するલに，実ݧの
目的にはԿが最దなճ収方法なのかを৻重にݕ౼するඞ要があります。

௒ԕ৺๏
ϙϦϚʔ௜఼๏

αΠζഉআ
ΫϩϚτάϥフΟʔ๏

（ήϧΖա）
໔Ӹ௜߱๏

ϖϨοτμ΢ϯ๏ ີ౓ޯ഑ԕ৺๏

֓ɹ要

ԕ৺଎౓・時間をมえなが
らෳ数ճԕ৺を行い，試ྉ
から細胞やࢮ細胞，タンパ
ク࣭ूڽ物などを取りআき，
エクソソームをճ収する。
௒ԕ৺法の中でも最もスタ
ンダードな方法。

ີ౓ޯ配༹࣭と༹ഔのີ౓
ࠩをར用した分཭方法。ີ
౓がҟなる成分を分཭する
ことができる。

ポリマーを用いて，֘当の
サイζのエクソソームや生
ମ高分子を沈殿し，ճ収
する。

ゲルろ過カラムで，エクソ
ソームをճ収する。

エクソソームのද໘ݪ߅にର
する߅ମを結߹させた࣓ؾ
ビーζを使用し，߅ݪ߅ମ൓
応によりճ収する。

ਫ਼製౓߹い ʓ ˕ ˚ ˕ ʓ

ॲ理時間 ˚ ˚ ˕ ʓ ˕

メリット

˔ ௒ԕ৺法の中ではૢ࡞ख
ॱが最もシンϓル。

˔ ランニングコストが௿い。
˔ ଟྔの試ྉにもର応で

きる。

˔ 高७౓なエクソソームの
ճ収がՄ能。

˔ 。が؆୯࡞ૢ
˔ 特ผな૷ஔがෆ要。
˔ ୹時間でエクソソームを

ճ収できる。

˔ 高७౓なエクソソームの
ճ収がՄ能。

˔ 。が؆୯࡞ૢ
˔ 。現ੑが高い࠶
˔ あらΏるछྨの試ྉにର

応できる。

˔ 特定の༝来のエクソソーム
をճ収できる。

˔ 高७౓なエクソソームのճ
収がՄ能。

˔ 。が؆୯࡞ૢ

デメリット

˔ ௒ԕ৺分཭機をඞ要と
する。

˔ ᇄࡶ物がଟく，ਫ਼製७౓
はそれほど高くない。

˔ 。業時間が長い࡞

˔ ௒ԕ৺分཭機 をඞ要と
する。

˔ エクソソームճ収ྔは
ϖレットダウン法よりগ
ない。

˔ 。業時間が長い࡞

˔ タンパク࣭や沈殿に用い
たポリマーなどのᇄࡶ物
がؚまれる。

˔ クリーンアッϓの޻ఔが
ඞ要。

˔ ଟݕମॲ理には޲いてい
ない。

˔ ճ収したエクソソームは
ऍされているため，ඞر
要に応͡てೱॖがඞ要。

˔ エクソソームマーカーの最
దԽがඞ要。

˔ ॲ理できるྔがগない。
˔ ༹出のࡍ，エクソソームが

ダメージをうける場߹が
ある。

※使用するキットによって，処理時間や精製度は異なります。

参ߟ文献ɿ:ang
 %.
 et al.
 5heranostics
 10（�）
 ���4～��0�（2020）.
Ayala�.ar
 S.
 et al.
 Electrophoresis
 40
 �0��～�049（2019）.
٢Ԭ༞྄，མ୩޹広ʗฤ（2020）h 決定൛エクソソーム実ݧΨイドʱ༽౔社
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ʦメーカーɿSBIʧ

඼　໊
SmartSEC .ini 

E7 Isolation System

ミニカラムタイϓ

SmartSEC Single 
E7 Isolation System

シングルカラムタイϓ

SmartSEC H5 
E7 Isolation System

ϋイスルーϓットタイϓ

ಛ　௕ ・最গ 10Жl の試ྉから E7 をճ収できます。
・幅広い試ྉにର応しています。 ・シングルカラムタイϓのΩットです。

・最大 9� 試ྉから E7 をճ収できます。
・ϓレートの֤ウΣルは数ճに分けて使用

することもՄ能です。

Ωοτ಺༰

SmartSEC .ini 
isolation buGGer

SmartSEC 
.ini column

Collection 
tube

Column buGGer

SmartSEC 
Single column

˞ճ収用チューブは
ผ్͝用ҙ下さい。

SmartSEC 
isolation buGGer

SmartSEC H5 
isolation plateˎ2

SmartSEC H5 
collection plateˎ2ʷ2

試　ྉ
（ಈ෺छ）

・血ਗ਼，血ᕶ（ώト，マウス，ラット）
・細胞ഓཆ্ਗ਼（ϓラナリア）
・アポϓラストӷ（シロイψナζナ）
・血リンパ（シϣウジϣウバエ）

・血ਗ਼，血ᕶ，೴੸਷ӷ（ώト）
・血リンパ（ジャンϘアメフラシ）

・血ਗ਼，血ᕶ
લॲ理ෆ要ʂ

試ྉྔ 10～100Жlˎ1 血ਗ਼，血ᕶɿ100～250Жl
そのଞɿ～4 ml 250～500Жl

SBI��1000 ؒ࣌࡞ૢ ʻ�0 分 ʻ�0 分 ʻ1 時間

SBI��2000 ঎඼コʔυ SSEC100A�1 SSEC200A�1 SSEC09�A�1 SSEC00�A�SA.

SBI��0��0 แ　૷ 1 kit 1 kit 1 kit 1 kit

SBI��00�0 Ձ֨（ˇ） �0
000 �0
000 422
000 42
000

ˎ1 試ྉによりҟなります。ৄ細はデータシートを͝ཡ下さい。
ˎ2 フィルターおよびϓレートは，ख動ૢ࡞および ANSI�SBS の֨ن

ࣗ動分注システムにద応しています。
トライアルサイζの製品です。
1 研究室 1 ճݶりで͝ߪ入いただけます。

使用例

SmartSEC H5 E7 Isolation System（�SSEC09�A�1），௒ԕ৺法および A 社 SEC カラ
ムを用いて，500Жl の血ਗ਼から E7 をճ収しウΣスタンブロッティングを行った。

4N
aS

U4
&$

 )
5

௒
ԕ

৺
๏ " 社

4E$ ΧϥϜͷը෼

EV の透過型顕微鏡（TEM）解析
SmartSEC Single（�SSEC200A�1）を
使用して血ਗ਼から୯཭した E7。ಁ過型ి
子 ݦ ඍ （.5E）ڸ ૾ で は， ࢹ ೝ で き る
バックグラウンドのഁยがほとんどな
かった。

4Nart4E$ )T ௒ԕ৺๏ " 社 4E$ ΧϥϜ

To
ta
l Y
ie
ld
 （
μ
g 
of
 p
ro
te
in
）

To
ta
l Y
ie
ld
 （
×
10

11
 p
ar
ti
cl
es
）

Serum

250 Жl 500 Жl 250 Жl 500 Жl

Plasma

Serum

250 Жl 500 Жl 250 Жl 500 Жl

Plasma

2
000

1
500

1
000

500

4.00

�.00

2.00

1.00

SmartSEC H5 E7 Isolation System（�SSEC09�A�1），௒ԕ৺法および A 社 SEC カラ
ムを用いて，血ਗ਼および血ᕶ（250Жl または 500Жl）から E7 をճ収した。

EV 収量の比較
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ༀࢼଟ਺ʂΤΫιιーϜΛ؆୯にճऩͰ͖ΔϙϦϚーݙจ༺࢖

Exo2uicL γϦーζ

8eC ϖʔδ番号
4337ࡧݕ

血清，腹水などの体液試料や細胞培養液から，高純度かつ高収量のエクソ
ソームを，簡便に濃縮できる試薬です。数多くの使用実績があります。
˞米国特ڐ取ಘɿ6S9
 005
 ��� B2

อଘํ๏΍஫ҙ఺ͳͲͷ F"2 ͋Γ·͢

؆ศで，௒ԕ৺もඞ要なく，
エクソソームのճ収ができます。
国ཱ大学çൻ೘ث科学分野çϢーβー様

ポリマー法

操作方法概略

試ྉ

�
000ʷg，15 分間

細胞，デブリなど ্ਗ਼

্ਗ਼ ϖレット

ϖレット

্ਗ਼を新しいチューブにҠす

స౗ࠞ࿨

インΩュϕート，4ˆ

残ଘ༹ӷ

1
500ʷg，5 分間（室Թまたは 4ˆ）

ϖレットҎ外の残ଘする༹ӷを
ϐϖットでٵҾআ去

実ݧ用్にదしたバッフΝーに
༹解（100～500Жl）

1
500ʷg，�0 分間（室Թまたは 4ˆ）

্ਗ਼をϐϖットでٵҾআ去

血ਗ਼ɿ�0 分間インΩュϕート
ෲਫ，૊৫・細胞ഓཆӷɿ
12 時間Ҏ্インΩュϕート

ExoQuick � ExoQuick�5C ఴ加

エクソソーム

˞ৄ細は製品データシートで͝確ೝ下さい。

ExoQuick � ExoQuick�5C と A 社製品を用いて，ώト血ਗ਼または細胞ഓཆӷから
エクソソームをճ収し，C%�� E-ISA Kit を用いてエクソソーム数をଌ定した。
ExoQuick � ExoQuick�5C の方が，エクソソームの収ྔがଟいことがわかる。
্ਤɹ試ྉɿώト血ਗ਼（500 Жl）
下ਤɹ試ྉɿ1C�� લཱથがん細胞を � 日間ഓཆした細胞ഓཆӷ（エクソソームআ去

FBS（Exo�FBS，p.� 参র）をؚΉ %.E. ഓ஍を使用）

血清からの回収

A社製品 ExoQuick

A 社製品

エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
数

4.5×108

4.0×108

3.5×108

3.0×108

2.5×108

2.0×108
ExoQuick

A 社製品 ExoQuick-TC

エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
数

7.0×108

6.6×108
6.8×108

6.2×108
6.4×108

6.0×108

5.8×108

5.6×108
A 社製品 ExoQuick-TC

細胞培養液からの回収

使用例

ExoQuick 試薬に加えて，「夾雑物を低減させる
ための試薬・カラム」も含んだ様々なキットを取
りそろえています。

௿ͤ͞ݮΔᇄࡶ෺ ඼　໊ ϖʔδࡌܝ

アルブミン・Ig ExoQuick 6-5RA 1�

フィブリノーゲン ExoQuick 1lasma 1rep 14

リポタンパク࣭ ExoQuick�-1 14

͜ ͪ Β ΋ Φ ε ε ϝ

製品ラインナップ

αϯϓϧ マークの製品は小แ૷（0.5 ml）の無ྉサンϓ
ル品を͝用ҙしています。͝ر望の方は当社テクニカル
サポート（試薬୲当）までお໰い߹わせ下さい。

αϯϓϧ
͋Γ

ʦメーカーɿSBIʧ

試　ྉ ඼　໊ ਺ݙ文༺࢖ 試ྉྔ EYo2uick ͷྔ ճ਺༺࢖ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

血ਗ਼・ෲਫ
ExoQuick

αϯϓϧ
Ҏ্ 250Жl ��Жl

�5 reactions E90Q5A�1 5 ml �0
000 SBI0�0510

�00 reactions E90Q20A�1 20 ml 225
000 SBI0�2010

૊৫・細胞ഓཆӷʗ
೘ʗ਷ӷ

ExoQuick-TC
αϯϓϧ

Ҏ্ 5 ml � 10 mlˎ 1 ml � 2 ml
10 reactions E905C10A�1 10 ml �0
000 SBI���1�2

50 reactions E905C50A�1 50 ml 2��
000 SBI0�5010

�
���

���

ˎRNA およびタンパク࣭の解析を行う場߹，試ྉྔを 10 ml にするこ
とをおקめします。

˞血ᕶ試ྉには，ExoQuick 1lasma 1rep（p.14）の使用をਪ঑します。

8eC ʹ
ಈը͋Γ

ExoQuick�5C の
方法を͝঺հ࡞ૢ
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Ξルϒϛンɾ໔ӸάロϒϦンΛআͯ͠ڈ E7 Λ୯཭

Exo2uicL 6-T3A γϦーζ

8eC ϖʔδ番号
67903ࡧݕ

ExoQuick でエクソソームなどの EVを沈殿させ，専用カラムによりアルブミンや免疫グロブリン（Ig）などの夾雑
物質を除去することで，高精製度の EVを簡便かつ高収率で単離できるキットです。

製品ラインナップ
ʦメーカーɿSBIʧ

試　ྉ ඼　໊ Ωοτ಺༰ 試ྉྔ EYo2uick
ͷྔ ճ਺༺࢖ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

血ਗ਼・血ᕶˎ1 ExoQuick 
ULTRA

ExoQuick solutionˎ2

1uriGication column
 Collection

tube
 2 ml EppenEorG tube

BuGGer A�B

250Жl ��Жl 20 reactions EQ6-5RA�20A�1 1 kit 10�
000 SBI��01�0

૊৫・細胞ഓཆӷʗ
೘ʗ਷ӷ

ExoQuick-TC 
ULTRA 5 ml 1 ml 20 reactions EQ6-5RA�205C�1 1 kit 10�
000 SBI��01�1

ˎ1 血ᕶの場߹，5hrombin 1lasma 1rep（�5.E90�1）でのલॲ理をਪ঑します。ৄ細はフナコシ 8eb を͝ཡ下さい。
ˎ2 ExoQuick または ExoQuick�5C が෇ଐします。

エクソソームの収量の比較
ExoQuick�5C 6-5RA，ExoQuick 6-5RA およびଞ社製品によりそれぞれ細胞ഓཆӷ

（5C） ま た は 血 ਗ਼（Serum） か ら ௐ 製 し た エ ク ソ ソ ー ム を，Exo(loX�N5A
Fluorescent -abeling Kit（p.20 参র）でܬ光ඪࣝ後，GN5A 法（ܬ光ナノཻ子トラッ
Ωング解析法）で計数し，用いたタンパク࣭のྔ当たりでグラフにした。

エクソソームの収量および夾雑アルブミン量の比較
֤方法でௐ製したエクソソームを，エクソソームに特ҟ的なマーカーである C%�� ྔと，
ᇄࡶ物࣭であるアルブミンྔをウΣスタンブロッティングによりൺֱした。ExoQuick-
TC ULTRAを用いた場߹は最も C%�� ྔがଟい一方で，ᇄࡶ物のアルブミンྔは最もগ
ないことがわかる。

ଞ社製品（5C）

ExoQuick-TC ULTRA（5C）

ଞ社製品（Serum）

ExoQuick ULTRA（Serum）

0 1 2 � 4

E7s�mg 1rotein

1ʷ1010

Albumin

CD63

Ex
oQ
ui
ck
-TC
 U
LT
RA

従
来

品
ଞ

社
製

品

௒
ԕ

৺
法

各エクソソーム回収法による精製度の違い
Aɿ֤方法でエクソソームをճ収し，CBB 染৭によりタンパク࣭ྔを確ೝした。
Bɿ֤方法でエクソソームをճ収し，ウΣスタンブロッティングによりエクソソーム

マーカーやᇄࡶタンパク࣭を൒定ྔした。
ຊ製品でճ収したエクソソームにはᇄࡶタンパク࣭がগないことがわかる。

250 k%a

15 k%a

25 k%a

50 k%a

100 k%a

SBI 社
従

来
品

Ex
oQ
ui
ck
 U
LT
RA

ଞ
社

製
品

௒
ԕ

৺
法

C%9

C%�1

SBI 社
従

来
品

Ex
oQ
ui
ck
 U
LT
RA

ଞ
社

製
品

௒
ԕ

৺
法

Hsp�0

Albumin

Ig(H

A B

各エクソソーム回収法による収量の違い
֤方法で血ਗ਼から E7 をճ収し，GN5A 法（ܬ光ナノཻ子トラッΩング解析法）に
より E7 ཻ子数をଌ定した。
使用した血ਗ਼または血ਗ਼タンパク࣭のྔ当たりのཻ子数をグラフԽした。

血清

血清タンパク質

௒ԕ৺法

ଞ社製品

ExoQuick ULTRA

0 �00�00400200

�20.0

1.�

11�.�

1articles � ml serum （ʷ1011）

௒ԕ৺法

ଞ社製品

ExoQuick ULTRA

0 2.0 4.0 �.0 �.0 10.0 12.0

10.0

�.�

�.5

1articles � mg protein （ʷ1010）

ϢʔβʔϨϏϡʔΛ 8eC ެ։த

8eC ϖʔδ番号 67903ࡧݕ

エクソソームを分཭ਫ਼製するࡍに，従来からの௒ԕ৺法は使用実੷
の高い༏れた方法ではあるが，ଟくの試ྉを扱う場߹や，؆ศにᇄ
物のগない高७౓なエクソソームをಘたい場߹に，ຊΩットの使ࡶ
用をおקめしたい。

室ڭጯٛक़大学çҩ学部ç生理学ܚ
৿ຊçޛç特೚ࢣߨ

EYo2uick ULT3" Λ༻͍ͨ
ΤΫιιʔϜநग़

Ԭ野ç栄೭çڭत（ࠨ），৿ຊçޛç特೚ࢣߨ（ӈ）

ポリマー法

使用例
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඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

EYo2uick 1MasNa 1rep anE EYosoNe 1recipitation ,it（75 reactions）
SBI0�1510 SBI E90Q55.�1 1 kit � 15�
000

Ωット内༰ɿExoQuick exosome precipitation solution，5hrombin liRuiE suspension
（�11 6�ml）

ϑΟϒϦϊーήンΛআͯ͠ڈ E7 Λ୯཭

Exo2uicL Plasma Prep

8eC ϖʔδ番号
4337ࡧݕ

エクソソームの収率に影響を及ぼす血漿中のフィブリ
ノーゲンを凝固させて除去し，エクソソームを回収する
ためのキットです。

ϦϙλンύΫ࣭Λআͯ͠ڈ E7 Λ୯཭

Exo2uicL--P

8eC ϖʔδ番号
68504ࡧݕ

血清・血漿中のリポタンパク質を除去し，エクソソーム
を回収するためのキットです。

使用例

未
ॲ

理
血

ਗ਼

Exo
Quick

ϖ
レ

ッ
ト

Exo
Quick

্
ਗ਼

Ex
oQ
ui
ck
-LP

ϖ
レ

ッ
ト

Ex
oQ
ui
ck
-LP

্
ਗ਼

（H%- にؚまれるタンパク࣭）ApoA�1

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

EYo2uick-L1 for Lipoprotein 1re-cMear � EYosoNe *soMation（5 reactions）
SBI E90-15A�1 1 kit � 9�
000 SBI���5��

Ωット内༰ɿExoQuick exosome precipitation solution，1re�cleaning reagent A � B，
.agnetic beaE solution，8ash buGGer

血ਗ਼からエクソソームをճ収するࡍに，ຊ製品に෇ଐの 1re�cleaning reagent を使用
してલॲ理すると，リポタンパク࣭のࠞ入を௿ݮできることが分かる。

（-%- にؚまれるタンパク࣭）

未
ॲ

理
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ਗ਼
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ϖ
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ト

Exo
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্
ਗ਼

Ex
oQ
ui
ck
-LP

ϖ
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ッ
ト
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oQ
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-LP

্
ਗ਼

ApoE

ポリマー法 ポリマー法

血ᕶ

血ᕶ 500Жl にରし 4Жl の 5hrombin をఴ加

্ਗ਼を新しいチューブにҠす

インΩュϕート，室Թ，5 分間

フィブリンが
ؚまれる
ϖレット

্ਗ਼

10
000 rpm，5 分間

フィブリノーゲンを
フィブリンにม׵

p.12 のࡌܝ EYo2uick の ExoQuick ఴ加 Ҏ߱と同͡
を行う（血ਗ਼の場߹と同様）࡞ૢ

˞ৄ細は製品データシートより
͝確ೝ下さい。

操作方法概略

ີ౓ޯ഑ԕ৺๏にΑΔΤΫιιーϜ୯཭Λޮ཰Խ͢Δࢼༀ

Exo.A9 0pti EnIancer

8eC ϖʔδ番号
65563密度勾配遠心法ࡧݕ

本製品を用いることで，一般的なショ糖を用いた密度勾配遠心法における複数の遠心操作を省くことができ，さらに
エクソソームの収率を上げることができます。
˞0pti1rep5. は，A9IS�SHIE-% 社のొ࿥঎ඪです。

特　長
˔ ؆ศな � ஈ֊のີ౓ޯ配ԕ৺のલૢ࡞でࡁΉため，実ݧの

ख間がলけます。
˔ ウイルスやタンパク࣭ूڽ物をؚΉ試ྉからのエクソソーム

の分཭に有用です。
˔ 高収཰であるため，গྔの試ྉからエクソソームをճ収でき

ます。

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

EYo."9 0pti Enhancer 3eagent
SBI�3�200 SBI E90.A912A�1 12 reactions 1 kit � �0
000
SBI�3�210 SBI E90.A924A�1 24 reactions 1 kit � 119
000

使用ճ数は，1 ճにつき 10 ml 使用した場߹。

操作方法概略

生細胞 細胞ࢮ 細胞デブリ

エクソソーム

細胞デブリ

エクソソーム

Exo.A9 をఴ加して
一൩インΩュϕート

ԕ৺ૢ࡞Λେ෯୹ॖʂ

ԕ৺ ԕ৺ ԕ৺ ԕ৺ˎ

ԕ৺

্ਗ਼

ԕ৺ˎ

্ਗ਼

一般的な　ショ糖／OptiPrepTM

ExoMAX Opti Enhancer

ը૾提供ɿ%r. Fatah Kashanchi
 (eorge .ason 6niversity.

4tanEarE 0pti 8orkfMow
4 5 � �

C%��

EYo."9 0pti Enhancer
4 5 � �

C%��

ˎԕ৺後にಘられた沈殿物（エクソソームをؚΉ）をݒ࠶୙し，ີ౓ޯ配をかけてԕ৺し
エクソソームを୯཭します。
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άϥϜӄੑەの֎ບখ๔Λ୯཭͢Δキット

Exo#acteria 0.7 *solation Kit

8eC ϖʔδ番号
68058ࡧݕ

E. coli やP. putida などのグラム陰性菌の培養液から，外膜小胞（Outer Membrane Vesicles，OMV）を単離す
るキットです。
超遠心分離に匹敵する純度・収量で，沈殿操作を用いずに重力式（自然落下式）カラムにより，単離できます。

特　長
˔ 1 時間Ҏ内に 0.7 を୯཭できます。
˔ ಘられた 0.7 は，細ە間の৘ใ伝ୡ研究，感染症の発症機

ং研究，վม 0.7 を用いたワクチン開発，がんྍ࣏，໔Ӹ
応౴のௐઅなどの研究に有用です。

˔ ഓཆӷ �0 ml からの 0.7 ୯཭を 20 ճ行うのにे分なྔの
試薬とカラムྨがΩットにはؚまれています。

グラムӄੑ細ەの外ບ小胞を୯཭するために௒
ԕ৺機がෆ要で，؆୯に୹時間でਫ਼製できるの
で重ๅしています。
ಘられたບ小胞を用いたその後の実ݧ結果にも
満଍しています。

大学Ϣーβー様

User�s 7oice

操作方法概略

1.バクテリアのഓཆӷを 5
000ʷg，20 分，4ˆ で 2 ճԕ৺
分཭して，ەମ・デブリをআ去する。

2.ഓཆӷ্ਗ਼を 0.45Жm および 0.22Жm のٵҾフィルター
でろ過する。

3.0.7 binEing resin のϘトルをे分に֧፩した後，1 ml
のレジンをϐϖットで (ravity GloX column に加える。

4. 10 ml の BinEing buGGer をカラムに加えてฏߧԽし，カラ
ム先端部のΩャッϓを外し，フロースルーをഇغする。

5.Column stopper をカラムのఈ部に取り෇け，2.のഓཆӷ
্ਗ਼ �0 ml をカラムに加えた後，カラムの্部に Column
cap を取り෇ける。

6.カラムをճసࣜラックに設ஔし，4ˆ で �0 分間，֧፩しな
がらインΩュϕートする。

7.カラムをラックに設ஔし，্下のcap � stopperを取り外す。

8. 15 ml の BinEing buGGer でのચড়を � ճ行う。

9.Column stopper をカラムのఈ部に取り෇け，1.5 ml の
Elution buGGer をカラムに加える。

10.室Թで 2 分間インΩュϕートし，その間，�0 ඵ毎にカラ
ムをԺやかに֧፩する。

11.Column stopper を取り外し，新しいマイクロԕ৺チュー
ブに 0.7 を༹出させる。

使用例

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

EYo#acteria 0.7 *soMation ,it（20 reactions）
SBI�11000 SBI E90BAC100A�1 1 kit � 99
000

Ω ッ ト 内 ༰ɿ0.7 binEing resin，BinEing buGGer，Elution buGGer，(ravity GloX
column，Column stopper，Column cap

˞ผ్，ٵҾフィルター（0.45 �m および 0.22 �m），カラム用ラック
（੩ஔ用，ճస֧፩用）がඞ要です。

100 nN 100 nN

ɿ0.7 ɿタンパク࣭ूڽମ

ຊ製品でճ収した 0.7 ௒ԕ৺法でճ収した 0.7

本製品および超遠心法で単離したE. coli 由来 OMVの透過型電子顕微
鏡（TEM）像
それぞれのख法でಘられた 0.7（ਫ৭໼ҹ）の外見はྨࣅしている。また，௒ԕ৺法で
はෆ要なタンパク࣭のूڽମ（੺৭໼ҹ）が見られる。

E. coli 由来 OMV の粒子径分布の
比較
ຊ製品および௒ԕ৺法で୯཭した E. coli ༝
来 0.7 について，GN5A 法（ܬ光ナノཻ子
トラッΩング解析法）によりཻ子ܘ分෍をൺ
ֱした。ຊ製品の方が，ཻ子ܘ分෍がڱく，
よりۉ一な 0.7 をಘられる。

ೱ
౓

（
p

ar
tic

le
s�

m
l）

ຊ製品
௒ԕ৺法

ཻ子ܘ（nm）
0 100 200 �00 400 500

E. coli 由来OMVの収量の比較
ຊ製品では，௒ԕ৺法の約 20 ഒの収ྔ
で 0.7 をಘられる。

イオン交換クロマトグラフィー

単離したOMVに含まれるタンパク質の同定
Aɽಘられた 0.7 を .S 解析して，ؚまれるタンパク࣭の同定を行った。ຊ製品で୯཭

した 0.7 のみから同定されたタンパク࣭が 25� छྨ，௒ԕ৺法で୯཭した 0.7
のみから同定されたタンパク࣭が � छྨ，૒方の 0.7 から同定されたタンパク࣭が
9� छྨとなった。

Bɽ同定されたタンパク࣭が E71eEia データϕースにొ࿥されているかを確ೝした。
ຊ製品で୯཭した 0.7 が，より特ҟੑが高いことをࣔしている。

௒ԕ৺法 本੡඼

A

௒ԕ৺法本੡඼

B

キャリーオーバータンパク質
（Flagellin）量の比較

ຊ製品または௒ԕ৺法で E. coli ༝来 0.7 をճ収し，
ウΣスタンブロッティングにより Flagellin および
0.7 のマーカーとして (roE- のݕ出を行った。ຊ
製 品 は ௒ ԕ ৺ 法 と ൺ ΂ て，0.7 の 収 ྔ が 高 く，
Flagellin のྔがগないことがわかる。

Point
ฬໟのコンタミ
がগない
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ビオチンඪࣝ
ัଊ߅ମ

ストレϓト
アビジン

EYo-FMow #eaEs

4#* 社͕ࡁূݕΈͷ߅ମ
または

͓खͪ࣋ͷϏΦνϯඪࣝ߅ମˎ

を結߹させてから使用します

໔Ӹ௜߱にΑΔΤΫιιーϜਫ਼੡

Exo-'loX Exosome *P Kit

8eC ϖʔδ番号
8514免疫沈降法ࡧݕ

表面マーカー抗体を結合させた磁気ビーズにエクソソー
ムを結合させ，免疫沈降により精製します。既存製品よ
りも大きなビーズサイズ（直径 9.1 μm）のため，エク
ソソームの結合効率が良くなっています。

特　長
˔ 血ਗ਼，血ᕶ試ྉに௚઀ビーζをఴ加し，໔Ӹ沈߱させること

ができます。
˔ 細胞ഓཆӷ，೘，೴੸਷ӷを用いる場߹は，あらか͡め試ྉ

中のエクソソームをೱॖしておくことをおקめしますˎ。
˔ Ωットにؚまれる Elution buGGer を使用して，ビーζに結

߹したエクソソームをճ収できます。
˔ ਫ਼製したエクソソームは，RNA やタンパク࣭などのバイオ

マーカーの機能解析に使用できます。
ˎ細胞ഓཆӷなどの試ྉからのエクソソームճ収には ExoQuick�5C
（p.12 参র）がおקめです。

ϑローαΠトϝトϦーにΑΔΤΫιιーϜਫ਼੡

Exo-'loX Capture Kit

8eC ϖʔδ番号
7892フローサイトメトリーࡧݕ

免疫沈降法

表面マーカー抗体を結合させた磁気ビーズにエクソソーム
を結合させ，フローサイトメーターで精製するキットです。

操作方法概略

ˎBasic Exo�FloX Kit の場߹

HEK29� 細胞ഓཆӷからճ収したエ
クソソームまたは血ਗ਼から，ຊ製品を
用いてエクソソームを໔Ӹ沈߱した後，
ウΣスタンブロッティングを行った。

29� meEia 

C%9 C%�� C%9 C%�� Capture Ab 

%etection Ab 
C%�� 

	 ～ 50 k%a
 

%etection Ab
C%9

	 ～ 25 k%a


Serum 	Eirect


使用例

˙EYo-FMow *1 ,it

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

EYo-FMow32 *1 ,it （32 reactions）
SBI���52� SBI E90F-08�2A�C%9 $%9 1 kit � 119
000
SBI���52� SBI E90F-08�2A�C%�� $%63 1 kit � 119
000
SBI���525 SBI E90F-08�2A�C%�1 $%81 1 kit � 119
000

EYo-FMow96 *1 ,it （96 reactions）
SBI���52� SBI E90F-089�A�C%9 $%9 1 kit � �15
000
SBI���52� SBI E90F-089�A�C%�� $%63 1 kit � �15
000
SBI���52� SBI E90F-089�A�C%�1 $%81 1 kit � �15
000

˞ผ్，࣓ؾϓレート（�E90F-08.A(�1）がඞ要です。ৄ細はフナ
コシ 8eb を͝ཡ下さい。

˙EYo-FMow Tetra *1 ,it

߅ C%9 ߅，ମ߅ C%�� ߅，ମ߅ C%�1 ମそれぞれをコート߅
した，� छྨの࣓ؾビーζがؚまれるΩットです。
඼　　໊

ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）
EYo-FMow32 Tetra *1 ,it, $%9/$%63/$%81（32 reactions）

SBI���515 SBI E90F-08�2A�5etra 1 kit � 119
000
EYo-FMow96 Tetra *1 ,it, $%9/$%63/$%81（96 reactions）

SBI���51� SBI E90F-089�A�5etra 1 kit � �15
000

Exo-Flow Beads

C%9，C%��，または
C%�1 にରする߅ମ

ストレϓトアビジン

ビーζؾ࣓

9.1Жm

F*T$ F*T$ F*T$

フローサイト
メトリー染৭

エクソソーム

ビーζؾ࣓

༹出

˞ৄ細は製品データシートで͝確ೝ下さい。

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

EYo-FMow $apture ,it（10 tests）
SBI E90F-08100A�1 $%9 1 kit � 102
000 SBI���5�2
SBI E90F-08�10A�1 $%14 10 tests � 102
000 SBI���31�
SBI E90F-08200A�1 $%31 1 kit � 102
000 SBI���5�1
SBI E90F-08210A�1 $%44 1 kit � 102
000 SBI0�2101
SBI E90F-08�00A�1 $%63 1 kit � 102
000 SBI���5�0
SBI E90F-08�20A�1 $%68 10 tests � 102
000 SBI���31�
SBI E90F-08��0A�1 $%73 1 kit � 102
000 SBI���2�5
SBI E90F-08400A�1 $%81 1 kit � 102
000 SBI���5��
SBI E90F-08��0A�1 Ep$". 10 tests � 102
000 SBI���315
SBI E90F-08500A�1 3aC5C 1 kit � 102
000 SBI���5��
SBI E90F-08�00A�1 )L"-( 1 kit � 102
000 SBI���5��

Ωット内༰ɿStreptaviEin magnetic beaEs，BiotinylateE capture antiboEy（Ωットに
よりҟなります），BeaE Xash buGGer，Exosome stain buGGer，Exo�FI5C universal
exosome stain，Exosome elution buGGer

Tetraspanin $oNCo ,it（10 tests）
SBI E90F-08150A�1 1 kit � 154
000 SBI���5�1

߅ C%9 ߅，ମ߅ C%�� ߅，ମ߅ C%�1 。ମが෇ଐするΩット߅

#asic EYo-FMow ,it
SBI CSF-08BASICA�1 100 tests � 1��
000 SBI���30�

。ମҎ外の試薬がؚまれるϕーシックなΩット߅
˞ผ్，ビオチンඪࣝされた߅エクソソームマーカー߅ମを͝用ҙ下さい。

˞ผ్，࣓ؾスタンド（�E90F-08�00A�1）がඞ要です。ৄ細は
フナコシ Xeb を͝ཡ下さい。

使用例
$%81 #eaEs � EYo-F*T$ 

N0 EYosoNes 
$%81 #eaEs � EYo-F*T$

1LU4 EYosoNes
$%81 #eaEs � EYo-F*T$

1LU4 EYosoNes
250K 

200K 

150K 

100K 

50K 

0 
100 101 102 10� 104 105 

FS
C

�H
 

FI5C�A 

1.4� FI5C 
1ositive 

250K 100

�0

�0

40

20

0

200K

150K

100K

50K

0
10 0 10 1 10 2 10 � 10 4 10 5

FS
C

�H

FI5C�A
10 0 10 1 10 2 10 � 10 4 10 5

FI5C�A

100� FI5C
1ositive C

o
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n
t

ExoQuick（p.12 参র）や௒ԕ৺法でճ収したエクソソームを
使用します。
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ಠࣗのΞϑΟχςΟϚトϦッΫεにΑΔ
ΤΫιιーϜ୯཭キット

'aC-TAC4 Kit

NE
W

8eC ϖʔδ番号
67343ࡧݕ

血清，血漿または細胞培養上清からエクソソームを簡
便，迅速に単離するキットです。エクソソーム表面マー
カーのCD9 / CD81に特異的なFab-Strep（Strep-tag
融合 Fab フラグメント）を用いてエクソソームを吸着，
洗浄，溶出します。

E7 の୯཭に࢖༻Ͱ͖·͢

Ϛ΢ε૊͑׵ମ Tim-�

8eC ϖʔδ番号
67054ࡧݕ

ビオチン標識した，ヒト IgG1 の Fc 領域とマウス
Tim-4 の融合タンパク質です。Tim-4 とホスファチジ
ルセリン（PS）の結合を利用し，PS を表面に持つ EV
の分離に使用できます。

5im�4（5 cell  immunoglobulin anE mucin Eomain�
containing protein 4）は，໔ӸグロブリンスーパーフΝミリーお
よび 5I. フΝミリーにଐするᶗ型ບ؏通タンパク࣭です。5im�4
は，E7 ບ状্に๛෋にଘ在する 1S とカルシウムイオンґଘ的に結
߹し，Ωレートࡎで結߹を解཭できることが知られています。この
൓応をར用し，ビオチンඪࣝ 5im�4 とストレϓトアビジンඪ࣓ࣝੑ
ビーζをར用したアフィニティϕースの E7 ճ収法も開発されまし
た1。この方法は，従来の௒ԕ৺や 1E( 沈殿，໔Ӹ沈߱法とൺ΂ E7
の収ྔや७౓に༏れているとߟえられています。

1.:oshiEa
 5.
 et al.
 Curr. 1rotoc. Cell Biol.
 77
 �.45.1��.45.1� 
（201�）. ʦ1.I%� 2922�551ʧ

. E . 0

特　長
˔ ώト Ig(1 の Fc ྖҬの N ຤端に，マウス 5im�4 の細胞外ド

メイン（aa 22～2�9）を෇加した༥߹タンパク࣭です。
˔ ストレϓトアビジンඪࣝビーζへ結߹させることができます。
˔ E7 のද໘্に 1S を発現する様々な生物छ（ώト，マウス，

ラットなど）の試ྉから，E7 の୯཭に用いることができます。
˔ 生物活ੑɿE7 を୯཭するために࣓ؾビーζと共に使用した

と こ ろ，120 ng の タ ン パ ク ࣭ は カ ル シ ウ ム ґ ଘ 的 に
1010 pariticles を୯཭するのにे分なྔであった。

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

TiN-4（.ouse）/ Fc（)uNan）3ecoNCinant, #iotin conjugateE
K0. A(�40B�01�0B�C010 10 Жg � 59
000 ,0.��3220
K0. A(�40B�01�0B��010 �ʷ10 Жg � 11�
000 ,0.��3221
生ɿCH0࢈ 細胞，..8.ɿ約 95 k%a（S%S�1A(E），७౓ɿʾ95ˋ（S%S�1A(E）

特　長
˔ 高७౓，かつ機能ੑをҡ持したエクソソームがಘられます。
˔ ਌࿨ੑの௿い Fab フラグメントを使用しており，ඪࣝのない

エクソソームがಘられます。
˔ ௒ԕ৺分཭はෆ要です。
˔ 最大結߹ྔɿ2～�ʷ109 exosomes�columnˎ1

Fab�5ACS（Fab�baseE 5raceless AGGinity Cell Selection）は，エクソソームのඇ࣓
ੑ分཭のアフィニティクロマトグラフィーシステムです。このシステムは，5Xin�Strep�
5ag に༥߹させたエクソソームのද໘マーカーに特ҟ的な Fab フラグメント（Fab），
Fab�Strep がエクソソームをՄٯ的にัଊ・์出するݪ理を用いています。

アフィニティ精製 アフィニティ精製

ˎ1 試ྉによりҟなります。

エクソソームの溶出方法

ᶄ 5Xin�Strep�5ag よ り Strep�5actin
との਌࿨ੑが高いビオチンをఴ加する。

ᶅ Strep�5actin ্ の 5Xin�Strep�5ag
とビオチンがஔき׵わることで Fab�
Streps が์出され，エクソソームが༹
出される。Fab�Strep は，਌࿨ੑが௿
いためエクソソームද໘からࣗݾ解཭
するため，ඪࣝのないエクソソームを
ճ収できる。

ᶃカラムのアΨロースマトリックス্の
Fab�Strep とエクソソームが結߹する。
ᇄࡶ物࣭は，ચড়によりフロースルー
にྲྀ出される。

FaC-4trep

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

FaC-T"$4, EYosoNe "garose $oMuNn 4tarter ,it, )uNan  NEW
IB"�331�0 IBA ����19�002 $%9 1 kit � 5�
000
IB"�33�10 IBA �����1�002 $%81 1 kit � 5�
000

Ωット内༰ɿFab�Strep（Human）ˎ2，Biotin stock solution
 Strep�5actin 5ACS agarose 
column
 5ACS column aEapter

ˎ2 製品によりҟなります。

AntiboEy

7
-

$
-

$
)�

7
)

4́ 4

4́
4 4́

4

4́ 4

4́ 4

5Xin�Strep�tag

Fab�Strep

Fab

本製品のカルシウム依存的なPS結合能の検出
1S またはϗスフΝチジルコリン（1C）をポリスチレン製 E-ISA ϓレートにコートし，
ஈ֊رऍしたຊ製品をఴ加した。2 時間インΩュϕートした後，HR1 ඪࣝ߅ώト Fc ମ߅
でݕ出しຊ製品と 1S�1C の結߹能をௐ΂た。1S（੨ઢ）は௿رऍഒ཰でڧい結߹が࡯؍
されたが，1C（փ৭ઢ）または 1SʴE%5A（྘ઢ）の結߹は௿くなっていた。

0
%

 4
50

n
m

ng�ml

5I.�4� Fc biotin
1hosphatiEylserine

5I.�4� Fc biotin on
1hosphatiEylcholine

5I.�4� Fc biotin
1hosphatiEylserineʴE%5A

4.5

4

�.5

�

2.5
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1.5
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0.5

0

1�000.00

500.00

250.00

125.00
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�1.25
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ΤΫιιーϜྔΛਪఆ͢Δキット

8eC ϖʔδ番号
রࢀهԼࡧݕ

エクソソーム表面のタンパク質量またはエクソソーム中のAChE 活性を測定し，エクソソーム量を推定するキットで
す。キットには，NanoSight により測定したエクソソーム数をもとにキャリブレーションされたスタンダードが
含まれています。

඼　໊ ExoELISA-ULTRA EXOCET FluoroCet

ଌఆର৅ C%9 � C%�� � C%�1 のタンパク࣭ྔ エクソソーム中の AChE 活ੑ

ग़ํ๏ݕ 比色 比色 蛍光

ଌఆ೾௕ 450 nm 405 nm ىྭ 5�0～5�0 nm
光ܬ 590～�00 nm

ؒ࣌࡞ૢ 4 時間 20 分 1 時間

ଌఆʹඞཁͳ試ྉྔ
（λϯύΫ࣭ྔ） 1～200 Жg 50 Жg ʻ1 Жg

ަࠩੑ Human Human � .ouse � Rat

਺ݙ文༺࢖ ��� ���
$%63 $%81

�� ʵ

8eC ϖʔδ番号 65039ࡧݕ 53137ࡧݕ 64841ࡧݕ

˞試ྉからのエクソソームのճ収には ExoQuick または ExoQuick�5C（p.12 参র）がおקめです。

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

E90$ET EYosoNe 2uantitation ,it（96 reactions）
SBI E90CE59�A�1 1 kit � 94
000 SBI������

Ωット内༰ɿExosome lysis buGGer，E90CE5 buGGer A � B，E90CE5 stanEarE，
9� Xell assay plate（12ʷ� strips），1BS�B buGGer

FMuoro$et EYosoNe 2uantitation ,it（96 reactions）
SBI FCE59�A�1 1 kit � 1�5
000 SBI���2��

Ωット内༰ɿExosome lysis buGGer，FluoroCet buGGer A � B，FluoroCet stanEarE，
0paRue 9� Xell plate，%etection reagent，Reaction buGGer，Acetylcholine chloriEe

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

EYoEL*4"-ULT3" EL*4" ,it（96 reactions）
SBI�3�110 SBI E9E-�6-5RA�C%9�1 $%9 1 kit � 1�2
000
SBI���2�� SBI E9E-�6-5RA�C%���1 $%63 1 kit � 1�2
000
SBI�3�100 SBI E9E-�6-5RA�C%�1�1 $%81 1 kit � 1�2
000

Ωット内༰ɿ1rimary antiboEyˎ，HR1�conKugateE seconEary antiboEy，
ExoE-ISA�6-5RA protein stanEarEˎ，Blocking buGGer，Coating buGGer，8ash buGGer，
5.B E-ISA substrate，Stop buGGer，E-ISA plate

ˎΩットによりҟなります。

「生きた状態」での電子顕微鏡観察！
今まで観察できなかった微小構造も観察できます
/ano4uiU� ๏Λ༻͍ͨిݦࢠඍ࡯؍ڸαʔϏε
従来のి子ݦඍ࡯؍ڸでは，Խ学ݻ定やס૩ॲ理，ۚଐコーティ
ングを行うことで「生きた状態にྨࣅしたࢮんだ生物のඍ細ߏ଄」
の࡯؍が行われてきました。それにରして NanoSuit 社が開発
した NanoSuit� 法を用いたి子ݦඍ࡯؍ڸでは，生ମ૊৫や
細胞，ࠛ஬，ප理ݕମなどの生物試ྉのඍ細ߏ଄を生きた状態の
まま࡯؍することがՄ能です。エクソソームや生ମҎ外のࡐྉ
。にもదします࡯؍

8eC ϖʔδ番号
68248ࡧݕ

͜ ͪ Β ΋ Φ ε ε ϝ

NanoSuit® 法によるエクソソームのライブ観察
（a）ɹώトからਫ਼製したエクソソームを，Խ学ݻ定などを行わずに NanoSuit�

法で ௚઀ʰ高分解能 SE.ʱ࡯؍した૾。ؚਫ状態で࡯؍できるので，従来
の୤ਫ・ס૩を൐う試ྉ࡞成法にൺ΂ཱମ的な૾がಘられる。

（b）ɹエクソソームを細胞に೻छすると，生きた状態のままエンドサイトーシス
をܧ時的に௥੻解析することがՄ能であった（໼ҹ）。

˞౦ژ大学ҩ学部ෟଐපӃ ফԽث内科 ࣲా ஐ՚子 先生・大௩ ج೭ 先生の͝ް
ҙによりࡌܝ。

細胞たちのコミュニケーション（2022 年 10 月 15 日߸දࢴ）

βンマイたちが๚れたのは，様々な細胞たちがूうࢪ設。細胞たちはなにやらせっせとखࢴを受け渡し
している様子。ௐ΂てみるとそれは「エクソソーム」で，細胞たちのコミュニέーシϣンツールであるこ
とが分かりました。
それを見たβンマイとスΩϤは「ࣗ分たちも大੾な୭かにखࢴを書いてみよう」とචをとります。

έϯΩϡ΢ɾβϯϚΠ（ࠨ）
δοέϯɾεΩϤ（ӈ）
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ΤΫιιーϜݕग़༻߅ମΞϨΠ

Exo-CIecL

8eC ϖʔδ番号
46016ࡧݕ

˔ StanEarE�array では 11 छྨ，.ini�array では 5 छྨの
エクソソームマーカーをݕ出することができます。

˔ ֤マーカー߅ମがメンブレンにスポットされています。

˔ � छྨのエクソソームマーカーがスポットされています。

χϡーロン༝དྷΤΫιιーϜݕग़༻߅ମΞϨΠ

Exo-CIecL Neuro

8eC ϖʔδ番号
67053ࡧݕ

わずか 10 μg のタンパク質でニューロン特異的なエク
ソソームマーカーと，一般的なエクソソームマーカー
を，同時に検出できる抗体アレイです。

特　長

エクソソームマーカーを半定量的に検出できる抗体アレイ
です。わずか 50 μg のエクソソームタンパク質から
エクソソームの回収が適切に行われたかを確認できます。

アレイマップ

1 � 52 4 �

1ositive
control F-05�1 A-I9(.1�0 ICA.1 C%�1A

C%�� AN9A5 BlankEpCA. 5S(101 1ositive
controlB

一ൠ的なエクソソームマーカー

細胞内成分のコンタミネーシϣンの指ඪ

Standard-array

試ྉɿώト血ਗ਼༝来 E7
アレイにఴ加したエクソソームタンパク࣭ྔɿ10Жg または 50Жg

Blank 1ositive 
control

C% �� -1CA.

C% 9 NCA.1

C% �1 EN02

5S(101 .A15

CAN9 (RIA1

ICA.1 1-11

A

1

2

�

4

5

�

�

B

キット内容
˔ -ysis buGGer ˔ Blocking buGGer
˔ -abeling reagent ˔ 8ash buGGer
˔ Column ˔ %etection buGGer
˔ Column buGGer ˔ .embrane

˞ผ్，HR1 Խ学発光試薬がඞ要です。

ニューロン༝来エクソソームマーカー

一ൠ的なエクソソームマーカー

細胞内成分のコンタミネーシϣンの指ඪ

試ྉɿώト血ਗ਼༝来 E7
アレイにఴ加したエクソソームタンパク࣭ྔɿ50Жg

Blank 1ositive 
control

C% �1 -1CA.

5S(101 EN02

CAN9 .A15

A

1

2

�

4

B

Mini-array
試ྉɿ正ৗώト血ਗ਼からճ収したエクソソームタンパク࣭ 50Жg

1ositive 
control (.1�0 F-051 ICA. A-I9 C%�1

C%�� EpCA. AN9A5 5S(101 Blank
1ositive 
control

��使用文献
あります！

エクソソームマーカーݕ出用のスポット

ポジティブコントロール用のスポット

˔ -ysis buGGer ˔ Blocking buGGer
˔ -abeling reagent ˔ 8ash buGGer
˔ Column ˔ %etection reagent A � B
˔ Column buGGer ˔ .embrane

˞ผ్，HR1 Խ学発光試薬がඞ要です。

Խ学発光
出用試薬のݕ

ఴ加

ඪࣝࡁみエクソソームライセート

エクソソームマーカー߅ମ

メンブレン

LaCeM

Խ学発光
出用試薬のݕ

ఴ加

ඪࣝࡁみエクソソームライセート
LaCeM

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

EYo-$heck  "ntiCoEZ "rraZ
SBI�0�220 SBI E90RA:200B�4 4 tests � 9�
000
SBI�0�230 SBI E90RA:210B�� � tests � 1�5
000

測定原理

キット内容

˞受注発注品

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

EYo-$heck EYosoNe "ntiCoEZ "rraZ, Neuro, 4tanEarE
SBI E90RA:500A�4 4 tests � 12�
000 SBI�0�500
SBI E90RA:500A�� � tests � 220
000 SBI�0�501

EYo-$heck EYosoNe "ntiCoEZ "rraZ, Neuro, .ini
SBI E90RA:510A�4 4 tests � �4
000 SBI�0�510
SBI E90RA:510A�� � tests � 14�
000 SBI�0�511

˞受注発注品
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ΤΫιιーϜϚーΧー߅ମ

8eC ϖʔδ番号
66042ࡧݕ

試料からエクソソームを回収できたか，ウェスタンブ
ロッティングで確認するための抗体です。

˔ 製品にはݕ出用ೋ次߅ମとして HR1 ඪࣝ߅ウサΪ Ig ϠΪポ
リクローナル߅ମ（5Жl）が෇ଐしています。

˔ ώト，マウス༝来エクソソームにަࠩします。
˔ ૊৫・細胞特ҟ的なエクソソームマーカーにରする߅ମもあ

ります。
C9CR4ɿB 細胞，5 細胞，血小൘༝来エクソソーム
EpCamɿがん༝来エクソソーム
7imentinɿ間༿װܥ細胞༝来エクソソーム

˔ ໔Ӹ動物ɿウサΪ（ポリクローナル）

特　長

E7 のཻܘࢠͳͲのΑΓਖ਼֬ͳଌఆに

Exo(loX-NTA 
'luorescent -aCelinH Kit

8eC ϖʔδ番号
65647ࡧݕ

エクソソームなどの EVを特異的に蛍光標識する製品で
す。本製品で蛍光標識した EV を，蛍光 NTA で解析す
ることにより，EV の粒子径や粒度分布を，より正確に
測定できます。

˔ -abeling Eye と Reaction buGGer をࠞ߹し，E7 試ྉを加え
てインΩュϕートするだけでඪࣝできます。

˔ NanoSight（.alvern 社） 用 の Ω ッ ト と ;eta7ieX
（.icrotracBE- 社）用のΩットがあります。

EV の粒度分布の比較（NanoSight を使用）
EYo2uick

$oMuNn-CaseE

�.�� E7s

14.�� E7s��.0� E7s

UMtracentrifugation�8ash

光ܬ N5A
N5A

光ܬ N5A
N5A

光ܬ N5A
N5A
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1.4E�12

1.2E�12

1E�12

�E�11

�E�11

4E�11

2E�11

0

�.00E�0�

0.00E�00
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2.00E�0�

4.00E�0�
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�.00E�0�

1.00E�0�

光を用いないܬ N5A の場߹は
E7 ೱ౓を大きく見積もりす͗てしまう
Մ能ੑがあります

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

EYo(Mow-NT" FMuorescent LaCeMing ,it
SBI E90N5A200A�1 for .aMWern Nano4ight 1 kit � �4
000 SBI3�2000
SBI E90N5A110A�1 for 1articMe .etriY ;eta7iew 1 kit � �4
000 SBI3�1100

使 用 ճ 数ɿ10 reactions， Ω ッ ト 内 ༰ɿReaction buGGer，-abeling Eye，StanEarE，
Si[e exclusion column（�E90N5A200A�1 のみ）

特　長

本੡඼Ͱ E7 Λޫܬඪࣝ͢Δར఺

蛍光を用いないNTA

す΂てのཻ子
がݕ出される

光ඪࣝܬ E7 のみ
がݕ出される

蛍光NTA

光ඪࣝܬ E7

タンパク࣭ूڽ物
などの未ඪཻࣝ子

レーβー

光を用いない従来法ܬ N5A（ナノཻ子トラッΩング解析法）では，
ບフラグメント，タンパク࣭ूڽ物，そのほかのバックグラウンド
となるཻ子によるデータも取ಘしてしまいます。
インタクトな E7 ບに特ҟ的に結߹するʞExo(loX�N5A %yeʟ（ຊ
製品に෇ଐ）でඪࣝした E7 をܬ光 N5A でଌ定すれ͹，ඇ特ҟ的な
結果がഉআでき，シグナルʗノイζൺの高いデータをಘることがで
きます。

͜ ͜ ͕ ͢ ͝ ͍

ラインナップ

試ྉɿ血ਗ਼༝来エクソソーム

ʦメーカーɿSBIʧ

඼　໊ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

SBI���2�0 ExoAB AntiboEy Kit E90AB�KI5�1 1 kit 115
000

セット内༰
˔ ߅ C%�� ମ（25Жl）߅
˔ ߅ C%9 ମ（25Жl）߅
˔ ߅ C%�1 ମ（25Жl）߅
˔ ߅ HS1�0 ମ（25Жl）߅
˔ HR1 ඪࣝ߅ウサΪ Ig

ϠΪポリクローナル߅ମ
（5Жlʷ4）

k%a

55
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�5

25

100
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a）

C%�1

 （
～

2� k%
a）

HS1�0

 （
5�～

�0 k%
a）

抗体のセット品

ʦメーカーɿSBIʧ

一般的なエクソソームマーカー

ϚʔΧʔ෼ࢠ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

SBI���2�2 C%9 E90AB�C%9A�1 25Жl �5
000

SBI���2�� C%�� E90AB�C%��A�1 25Жl �5
000

SBI���2�3 C%�1 E90AB�C%�1A�1 25Жl �5
000

SBI���2�1 HS1�0 E90AB�Hsp�0A�1 25Жl �5
000

SBI����05 A-I9ˎ E90AB�A-I9�1 25Жl �5
000

SBI����0� AN9A5ˎ E90AB�AN9A5�1 25Жl �5
000

SBI����0� 5S(101ˎ E90AB�5S(101�1 25Жl �5
000

SBI����0� F-05�1ˎ E90AB�F-051�1 25Жl �5
000

組織特異的なエクソソームマーカー

ϚʔΧʔ෼ࢠ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

SBI����03 C9CR4ˎ E90AB�C9CR4�1 25Жl �5
000

SBI����0� EpCamˎ E90AB�E1CA.1�1 25Жl �5
000

SBI����0� 7imentinˎ E90AB�7.5N�1 25Жl �5
000

ˎラット༝来エクソソームにもަࠩします。
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ΤΫιιーϜ DNA Λਫ਼੡͢Δキット

9C' Exosomal DNA *solation Kit

8eC ϖʔδ番号
65555ࡧݕ

血清，血漿または精製したエクソソームから，アルブミンや IgGなどの夾雑タンパク質を最小限に抑えてDNAを精
製できます。得られたDNAは，qPCRや次世代シークエンシングに使用できます。

COMPLETE Kit（#XCF100A-1）を用いてヒト血清からエクソソーム
DNA（A）および cfDNA（B）を精製した例

A．
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20

�5 100 200 �00

Base pairs

Exosomal %NA
（150～225 bp）

શճ収཰ɿ142 ng
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（150～225 bp）

શճ収཰ɿ91 ng
ೱ౓ɿ1.�2 ng�ЖI
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ヒトアルブミンおよび重鎖 IgGのキャリーオーバーの検証
C0.1-E5E Kit（�9CF100A�1）でॲ理した試ྉでは，֤タンパク࣭のΩャリーオー
バーがஶしくগないことがわかる。

Albumin
（約 �� k%a）

Ig(
（約 50 k%a）

未ॲ理 C0.1-E5E Kit 使用

血ᕶ 血ਗ਼ 血ᕶ 血ਗ਼

ʦメーカーɿSBIʧ

ΤΫιιʔϜ %N" Λਫ਼੡ ΤΫιιʔϜ %N" ͓Αͼ cf%N" Λਫ਼੡

඼　໊ 9$F EYosoNaM %N" *soMation ,it 9$F $0.1LETE EYosoNe � cf%N" *soMation ,it

ग़ൃ試ྉ ਫ਼製ࡁみエクソソーム 血ਗ਼，血ᕶ

試ྉྔ 500 Жl（5～11ʷ1012 particles�ml） 500 Жl

Ωοτ಺༰

・%NA binEing buGGer ・Collection tube（20 tubes）
・ConcentrateE Xash buGGer
・Elution buGGer
・Spin column（20 columns）

・%NA binEing buGGer ・Collection tube（40 tubes）
・ConcentrateE Xash buGGer ・Reagent A
・Elution buGGer ・ExoQuick（� ml）
・Spin column（40 columns）

SBI232000 ঎඼コʔυ 9CF200A�1ɹɹ 9CF100A�1ɹɹ

SBI231000 แ૷ʗՁ֨（ˇ） 20 tests � ��
000 20 tests � 119
000

ポリアデニル化

逆転写

一本鎖cDNA
（定量的PCRへ）

二本鎖cDNA
（T7 in vitro 転写へ）

""""""""""

""""""""""TXJUDI
Ξμϓλʔ

Ξμϓλʔ
ϓϥΠϚʔ

TXJUDI
�λά

$$$

5�
$$$

5�

$$$

((
(

$$
$

""""""""""

ϓϥΠϚʔ

(((

1"1

35

5BR

ExoQuickで抽出した
エクソソームRNA

ΤΫιιーϜ 3NA のਫ਼੡͔Β cDNA ߹੒·Ͱ͑ߦΔキット

4era.ir Exosome 3NA Amplification Kit

8eC ϖʔδ番号
5193ࡧݕ

エクソソーム中のRNA精製から，定量的RT-PCR 用の一本鎖 cDNAおよび T7 in vitro 転写用の二本鎖 cDNAを合
成できるキットです。一本鎖 cDNAが合成できるキットには，RT-PCR 用のプライマーがセットになっています。

ผ売品として，��0 छྨの miRNA の発現ྔをϓロフΝイリング
できるセット（ώト，マウス，ラット用）などがあります。

特　長
˔ エクソソームந出試薬 ExoQuick シリーζを使用して，試ྉ

からޮ཰的かつ؆ศにエクソソームを分཭できます。
˔ フΣノールをؚまない༹解バッフΝーとスϐンカラムを使用

したਫ਼製法により，従来のフΣノールを使用する方法よりも
高७౓の small RNA を୯཭することができます。

˔ 5� in vitro సࣸにより૿幅した exoRNA はマイクロアレイ
や次世代シークエンスによる解析に使用できます。

ʦメーカーɿSBIʧ

試　ྉ Ωοτ಺༰ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）
SBI�00100

血ਗ਼・
ෲਫ

ExoQuick，RNAਫ਼製用カラム・
試薬，c%NA ߹成・૿幅試薬ˎ

RA�00A�1 1 kit 1�2
000
SBI�0�100 RA�0�A�1 1 kit 101
000

SBI���1�0 細胞ഓ
ཆӷ・

೘

ExoQuick�5C，RNA ਫ਼ 製 用
カラム・試薬，c%NA ߹成・૿幅
試薬ˎ

RA�005C�1 1 kit 121
000

SBI�0�110 RA�0�5C�1 1 kit 101
000

ˎ�RA�00A�1
 �RA�005C�1 のみؚまれます。
˞ExoQuick と ExoQuick�5C のৄ細は，p.12 を͝ཡ下さい。

3N" ϦΨʔθΛ࢖༻͠ͳ͍ͨΊɼΞμϓλʔ഑ྻͷ
ॏෳ݁߹ʹΑΔΞʔςΟフΝΫτ͕ੜ͡·ͤΜ
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TGIRT-ᶙによる Template Switching 活性
miRNA や tRNA，snoRNA のような poly（A）tail がない RNA の
c%NA ライブラリーをߏஙする場߹，ٯసࣸ൓応લに共通のアダϓター
配 ྻ を RNA の ຤ 端 に 導 入 す る ඞ 要 が あ り ま す（5emplate 
sXitching）。従来は 54 リΨーゼがアダϓターの෇加に用いられて
いますが，アダϓター෇加のஈ֊にバイアスが生͡ることが໰୊ࢹ
されています。5(IR5�Ⅲはٯసࣸ൓応のࡍに，RNA アダϓターと
%NA ϓライマーのϋイブリッドϓライマーを用いることにより，
ผ్ RNA アダϓターを෇加する൓応をඞ要とせずに，c%NA の
5` ຤端にアダϓターを෇加することができます。

ᶃ

5ʟ �ʟBlocker

RNA�%NA hybriE

c%NA

Nʹ
A 25ˋ
5 25ˋ
C 25ˋ
( 25ˋ

aEapter

%NA ϓライマーの �ʟଆに 1 Ԙجだけ
ψクレオチドがಥ出している。

�ʟ

�ʟ 5ʟ

5ʟ

T(*3T-ᶙ
T(*3T-ᶙ

T(*3T-ᶙ

Target 3N"

ᶄ

ᶅᶆ

3N"-seR aEapter

N %N" priNer
�ʟ0H

c%NA が߹成される。

�ʟ 5ʟ
5ʟ

N

5ʟ
5ʟ

N

ϓライマーの �ʟଆのಥ出
した 1 Ԙجに 5arget RNA
がアニーリングする。

�ʟ

. E . 0

アプリケーション例
˔ ໢ཏ的なストランド特ҟ的トランスクリϓトーム解析
˔ RNA�seR（エクソソーム༝来 RNA，細胞༝来 RNA，

血ᕶ中 RNA，細胞外 RNA の解析）
˔ snRNA の໢ཏ的ライブラリーߏங
˔ RNA ଄マッϐングߏ
˔ 一ൠ的な R5�1CR や RR5�1CR

N(4 ༻ 3NA ϥΠϒϥϦーΛ
όΠΞεͳ͠にߏஙͰ͖Δٯసࣸ߬ૉ

T(*3T-Ⅲ

8eC ϖʔδ番号
64828ࡧݕ

エクソソーム由来RNAなどから，Illumina 社の次世代 
シークエンス（NGS）プラットフォームに対応したライ
ブラリーの作製に有用です。
˞5(IR5（5hermostable (roup Ⅱ Intron Reverse 5ranscriptase）

˙T(*3T-ᶙ ߬ૉ୯඼
˞RNA アダϓターと %NA ϓライマーはผ్͝用ҙ下さい。

˙T(*3T TeNpMate-4witching 3N"-seR ,it

Illumina 社 R2 アダϓター用の RNA�SeR ライブラリーௐ製用
Ωットです。
˞Illumina 社 R1R %NA オリΰはผ్͝用ҙ下さい。

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

T(*3T-ᶙ En[ZNe
I(9 5(IR510 10 reactions 10 Жl � 44
000 I(91�0�00
I(9 5(IR550 50 reactions 50 Жl � 1�9
000 I(91�0�10

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

T(*3T TeNpMate-4witching 3N"-seR kit, Wer.3
I(9 k5(IR5�10 10 tests 1 kit � 44
000 I(9101�01
I(9 k5(IR5�25 25 tests 1 kit � 12�
000 I(9101�11
Ωット内༰ɿ5(IR5�Ⅲ en[yme，1rimer mix，Reaction buGGer，%55

製品ラインナップ

͜ ͪ Β ΋ Φ ε ε ϝ

miRNA回収率の比較
ຊ製品を用いて E7 から RNA をந出した。次に E7ery c%NA Synthesis Kit を用い
てٯసࣸを行い，૿ 幅した Cel�miR��9 のコϐー数をଌ定した。
ຊ製品は，フΣノールϕースのந出法と同౳の RNA をந出できた。

試ྉɿSmartSEC を使用して血ਗ਼からந出した E7 に Cel�miR��9 をఴ加した試ྉ

EveryRNA

1ʷ107

1ʷ106
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1ʷ100
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エクソソームなどからtotal RNAを精製するキット
&7eSZ &7 3/" *soMaUion ,iU
w �0 分Ҏ内で७౓の高い RNA をந出できます。
w ExoQuick，SmartSEC，௒ԕ৺分཭などでந出したエクソソーム

から，RNA をந出できます。
w カラムϕースの方法でフΣノールϕースのந出法と同౳の RNA を

ந出できます。
w ਫ਼製した RNA は，RNA�seg や miRNA ϓロフΝイリングなどに

使用できます。

8eC ϖʔδ番号
69567ࡧݕ

System Biosciences 社製品の使用文献は
同社ウェブサイトで調べることができます

ɹSystem Biosciences 社ç使用文献ݕ索はこちら
https://systembio.com/resources/product-citations/

Search by catalog number 商品コードで検索

$ataMog NuNCer

Search by product name 品名で検索

1roEuct NaNe

Search by Keyword キーワードで検索

4earchʜ

Filter by Year 出版年で検索

4eMect

˞2022 年 9 月現在の使用文献数
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mi3NA ༀࢼग़ɾఆྔݕ *D�EA- γϦーζ

8eC ϖʔδ番号
68276ࡧݕ

独自の ID3EAL（アイディール）テクノロジーにより，qPCR による高感度かつ高精度なmiRNA 検出・定量が行え
る試薬です。わずか 1塩基の違いしかないmiRNA同士でも正確に識別し，他社製品と比べて短時間で定量を行うこ
とができます。

8eC ʹ
ಈը͋Γ

極めて高い検出特異性

相同ੑの高い miRNA もۃめて高いਫ਼౓でࣝผ。1 塩基程度の
違いしかないアイソフォームも明確に識別します。

②cDNA Synthesis System
c%NA の߹成にඞ要なٯసࣸ߬ૉ，バッフΝーのセットです。

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

*%3E"L Ni3N" R1$3 .aster .iY
.R9 1104202 ඪ४λΠϓ 200 tests � 20
�00 .3903�101
.R9 1104212 )i-309 λΠϓ 200 tests � 20
�00 .3903�105

③qPCR Master Mix
おख持ちの R1CR ૷ஔにద߹する製品を͝બ୒下さい。

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

*%3E"L c%N" 4Znthesis 4ZsteN
.R9 110�10� �0 tests � 24
�00 .3900000�
Ωット内༰ɿI%�EA- reverse transcriptase，I%�EA- miRNA R5 buGGer優れた検出感度と増幅効率

高い૿幅ޮ཰を実現し微量なmiRNAを検出可能です。通ৗは
૿幅が೉しいとされる A5 ؚ有཰の高い miRNA もଞ社製品に
ൺ΂て高効率にݕ出できます。

Amplification Plot
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Amplification Plot

ଞ社製品

シンプルで迅速なワークフロー

ଞ社製品では c%NA の߹成から R1CR の結果をಘるまで � 時
間ఔ౓かかるのにରし，I%�EA- テクノロジーは 2 時間で完了
します。

高い再現性

2 かॴの研究室で 1 年Ҏ্にわたって �0 人のがんױ者༝来の
血ਗ਼中にؚまれる 200 छのඪ的 miRNA を解析したྫでは，
相関܎数 0.92～0.9� という非常に高い再現性がಘられました。

͜ ͜ ͕ ͢ ͝ ͍

miRNA を定ྔ的にݕ出するख法としては R5�R1CR 法が広く用いられています。
miRNA にはޓいに 1 Ԙجఔ౓のҧいしかないようなඇৗに相同ੑの高いものがෳ数ଘ在するため，高ਫ਼౓な定ྔを行うにはこれらのྨࣅし
た miRNA を正確にࣝผすることがඞ要です。しかし，miRNA は通ৗの mRNA とൺֱしてඇৗにサイζが小さく，ݸ々の miRNA に特ҟ的
なϓライマーを設計することはࠔ೉でした。

.iR9ES 社の I%�EA- テクノロジーでは，RT プライマー，qPCRの Forward / Reverse プライマーのすべてにおいて標的miRNAに特異的
なプライマーが設計されています。これにより，従来のϢニバーサルϓライマーを使用する方法よりも༏れたݕ出特ҟੑとݕ出感౓が実現し
ました（下ਤのᶃ～ᶅは下هの製品ラインナッϓの൪߸にର応しています）。

インターカレーター৭ૉ
（R1CR .aster .ix にؚ有）

RT プライマー
成ख़型のඪ的 miRNA 特ҟ的

qPCR Forward / Reverseプライマー
ඪ的 miRNA 特ҟ的

ID3EAL テクノロジー

miRNA cDNA c%NA ߹成 R1CR

ステムルーϓߏ଄

特　長

①～③は合わせてご購入下さい。
①RTプライマー／qPCR用プライマーペア
ώ ト や マ ウ ス を は ͡ め と す る 様 々 な 生 物 छ の miRNA
約 �5
000 छにର応するϓライマーをラインナッϓしています。

ඪ的miRNAリストや価֨などはフナコシ8ebを͝ཡ下さい。

また，特定の࣬ױなどに関連する miRNA を
໢ཏ的にݕ出できるパネル製品もあります。

製品ラインナップ

試
薬

　
　

 reag ent@
f unako

shi.co
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TE L 03-5684-1620
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9
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試料からエクソソームを単離し，Illumina 社の次世代シークエンサー（MiSeq / HiSeq）により，エクソソーム
RNA関連バイオマーカーの同定を行う受託サービスです。試料中の新規エクソソーム RNAの同定，モデル細胞シス
テムや動物体液に含まれるエクソソーム中のバイオマーカー存在分布などの分析を，迅速に行います。

ຊサービスによりಘられたデータは，クラウドϕースの 6CSC 
(enome BroXser で͝ཡいただけます。

ΤΫιιーϜ 3NA のੈ࣍୅γーΫΤンεղੳडୗαーϏε

Exo-N(4

8eC ϖʔδ番号
46017ࡧݕ

試　ྉ ඞཁྔ

血ਗ਼

500 Жl～1 ml血ᕶ

ෲਫ

試　ྉ ඞཁྔ

೘

5 ml～10 ml೴੸਷ӷ（CSF）

細胞ഓཆӷ
（無血ਗ਼）

。Ҏ外の試ྉについては，お໰い߹わせ下さいه্˞

お客様にご提供いただく試料の目安

Antisense to repeat elements
Antisense to ncRNAs
ReGSeR introns
Antisense to introns
SINEs
scaRNA
6nannotateE
5anEem repeats
rRNA
miRNA
lncRNA
tRNA�like
RGam ncRNA

Serum 
Exosomes

解析データ例

ৄ細は当社受託・特注品୲当までお໰い߹わせ下さい。
ʦメーカーɿSBIʧ

ご注文方法／価格

サービスの流れ

1.試ྉをフナコシへおૹりいただきます。

2. SBI 社において解析を行います。

SenE your sample

エクソソームの୯཭

small RNA のਫ਼製

ライブラリーߏங・QC

N(S の実ࢪ

リードの QC

データをೲ品

mi3NA-4eR / 4mall 3NA-4eR ղੳαーϏεʢώトʗϚ΢εʣ

8eC ϖʔδ番号
64721ࡧݕ

遺伝子発現に大きく影響を与えることが知られているmiRNAや，スプライシングに関わるとされる small nuclear 
RNA（snRNA）などの small RNA を網羅的に解析します。（株）DNAチップ研究所では微量試料の解析に力を入れ
ており，特にエクソソーム由来 small RNAを用いた解析の実績が豊富です。

測定試料
˔ 血ਗ਼・血ᕶ༝来 total RNA
˔ 細胞・૊৫༝来 total RNA
˔ 血中エクソソーム RNA

解析の流れ

1.試ྉのクオリティチΣック（QC）を行います。

2.miRNA または Small RNA をର৅としたシーέンスライブ
ラリーをௐ製します。

3. illumina 社次世代シーέンサーで解析します。

4.シーέンス後のデータは，リフΝレンスゲノムにアライメン
ト（マッϐング）後，発現ྔを定ྔԽ（正نԽ）し，アノ
テーシϣン৘ใをؚΉ Excel 。成します࡞のフΝイルをࣜܗ
デフォルトでは，5.. で定ྔԽします。͝要望に応͡て，
Small RNA の分ྨ，発現ม動遺伝子ந出，ターゲット遺伝
子༧ଌなどの解析を実ࢪします。

納品物例

ೲ඼෺
ղੳର৅

Ni3N" sNaMM 3N"

original@GastR（FAS5Q 生データ） ˔ ˔

5rimmeE@GastR（トリミングࡁみ FAS5Q） ʵ ˔

試ྉ QC 結果（品࣭ࠪݕ結果） ˔ ˔

データ QC 結果（FastQC，.ultiQC） ˔ ˔

Bam（アライメントデータ） ʵ ˔

データ解析結果
正نԽ，ม動 miRNA ந出，ม動 Small RNA ந出ˎ ˔ ˔

データ解析結果（オϓシϣン）
ターゲット遺伝子༧ଌ，(0 解析，1athXay 解析 ˔ ˔

ˎsmall RNA 解析のみ
˞6SB メϞリなどのهԱഔମ，またはクラウド経༝でೲ品します。

ৄ細は当社受託・特注品୲当までお໰い߹わせ下さい。
ʦメーカーɿ%NAʧ

ご注文方法／価格

受
託
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ΤΫιιーϜのບλンύΫ࣭ɾ
૯λンύΫ࣭の࣭ྔ෼ੳαーϏε

8eC ϖʔδ番号
63391ࡧݕ

エクソソーム中のバイオマーカー探索に有用な，タンパ
ク質・ペプチド（Complete）のMS分析受託サービス
です。

4h
aW

in
H

$o
N

QM
eU

e

Intact exosomes

Intact exosomes
Complete exosome
peptide library

Shaved exosomes
Shaved exosome
peptide library

˔ ຊサービスには，お༬かりした試ྉからエクソソームをਫ਼製
するステッϓもؚまれます。

˔ ώト，マウス，ラットの試ྉにてଟ数の実੷があります。
そのଞの生物छ༝来の試ྉについては，お໰い߹わせ下さい。

˔ RaX データと解析結果をおಧけします。

ৄ細は当社受託・特注品୲当までお໰い߹わせ下さい。
˞ผ్，༌ૹඅがඞ要となります。

ʦメーカーɿSBIʧ

エクソソームタンパク࣭のؚ有ྔは，༝来する細胞のछྨによってҟなります。一ൠ的な
エクソソームにおいては，্ ਤのようなද૚および内部共通タンパク࣭の࡯؍や .S データ
による同定がՄ能です。

mRNA
HS190

C%9

5e
tr

as
p

an
in

s

C%��

C%�1

C%�2

Signal
transEuction

HS1�0

.HCI
Immuno
regulator
molecules

.embrane
traGpcking

En[ymes

Annexins

Rabs

-ipiE raGts

Ch
ol

es
te

ro
l

Fl
ot

ill
in

s

.HCII

C%��

Alix

E(FR

EB7 -.11
EB7 -.12A

HS7 gB
HI7 NeG

(ag
7accina glycoproteins
HC7 glycoproteins

EB7 gp�50

C%C42
ARF11l�K

.6C1
( proteins

B catenin

Syntenin
14����

5S(101
Clathrin

6biRuitin galectin9

HS1�0

Heat shock
proteins

.7B biogenesis

7iral proteins

(A1%H
Enolase
1K
A51ase
1(K1
(A1%H

HSC�0

Actin

E[rin
7imentin

.oesin

5alin
.yosin

1erlecan
Keratins Coplin

5ubulins
RaEixin

Fibronectin

Cytoskeletal proteins

AEvillin

miRNA

RNAs

vmiRNA

試ྉˎ ඞཁ試ྉྔ

血ਗ਼，血ᕶ，ෲਫ 0.5～1 ml

細胞ഓཆ্ਗ਼（無血ਗ਼），೘，೴੸਷ӷ 5～10 ml

ˎそのଞの試ྉについては，お໰い߹わせ下さい。

特　長

ご提供いただく試料の目安

ご注文方法／価格

エクソソームから੾り取ったද໘（Shaving）およびす΂てのϖϓチドライブラリー
（Complete）の模ࣜਤ

8eC ϖʔδ番号
70752ࡧݕ

薬効薬理試験を行ったマウス・ラットの生体液や，ヒト
iPS 細胞・がん細胞などの培養上清からのエクソソーム
の単離，品質評価，エクソソームに内包されるバイオ
マーカーの測定を行う受託サービスです。

ワークフローとサービスの内容

目߲ۀ࡞ ಺༰ۀ࡞ ํ　๏

エクソソームの
୯཭

マウス・ラットの生ମӷ（血ਗ਼，
血ᕶ，೘）や細胞ഓཆ্ਗ਼から，
エクソソームを୯཭する。

֤छΩットを使用

エクソソームの
品࣭ධ価

エクソソームマーカータンパク࣭の
発現を確ೝし，୯཭したエクソソー
ムの品࣭ධ価を行う。

ウΣスタン
ブロッティング

バイオマーカー
ଌ定

୯཭したエクソソームにؚまれる
miRNA，%NA，タンパク࣭を解析
する。

・R1CR
・E-ISA
・フローサイト

メトリー

ΤΫιιーϜ౶࠯ղੳ
डୗαーϏε

8eC ϖʔδ番号
67915ࡧݕ

エクソソームに存在する構成単糖，糖鎖組成を明らかに
する受託サービスです。

˔ エクソソームにؚまれる౶࠯を୯౶まで分解，ܬ光ラϕルԽ
し，61-C にて解析します。また，エクソソームから੾り出
した౶࠯を (lycoblotting 法でัଊ，ラϕルԽし࣭ྔ分析૷
ஔにて解析します。

˔ ೲ品物ɿใࠂ書
˞解析に使用するエクソソームは，「お客様ࣗ͝਎でந出いただく場߹」

と「エクソソームந出をҩԽ学創薬（ג）で実ࢪする場߹」の 2 通りか
らબ୒Մ能です。ҩԽ学創薬（ג）で実ࢪする場߹は，市販Ωット

（System Biosciences 社製品）を使用します。

ৄ細は当社受託・特注品୲当までお໰い߹わせ下さい。
ʦメーカーɿ.C1ʧ

受託サービス内容

ご注文方法／価格

ৄ細は当社受託・特注品୲当までお໰い߹わせ下さい。
ʦメーカーɿ:NKʧ

ご注文方法／価格

ΤΫιιーϜؔ࿈
डୗαーϏε

NE
W

受
託
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-C-.4 Λ༻͍ͨ࠷ઌ୺ఆྔ
ϓロςΦーϜडୗղੳαーϏε

Ωϟϯϖʔϯ࣮ࢪதʂ

8eC ϖʔδ番号
65198ࡧݕ

最新鋭の質量分析装置を用いて，網羅的なタンパク質
解析を行う受託サービスです。リーズナブルな価格で，
高感度なタンパク質の同定が可能です。

Խタンパク࣭ࢎϓロテオバイオロジクスは，タンパク࣭・リン（ג）
同定数で世界一の実੷を有します。また，国ཱ研究開発法人ҩ薬ج
൫・݈߁・栄ཆ研究ॴ発のϕンチャー企業としてೝ定されました。
Nature （2014）
 J. 1roteome Res. （201�）.

͜ ͜ ͕ ͢ ͝ ͍

特　長
˔ 最新Ӷ -C�.S（0rbitrap Fusion5. -umos5.，ç5hermo 

Fisher ScientiGic 社）� ୆をؚΉ，計 � ୆の最新 -C�.S を
用いた定ྔϓロテオーム解析です。

˔ シϣットΨン解析による໢ཏ的タンパク࣭解析により，ೋ次ݩ
ӭ動を行わずにタンパク࣭でؾి �
000～�
000 छྨ，リン
Խϖϓチドでࢎ 20
000 サイトҎ্を同時に同定できます。

˔ 細胞，૊৫などの試ྉだけでなく，エクソソームや生ݕݕମ
などのඍྔな試ྉの解析もՄ能です。

˔ ϓロテオーム解析ઐ໳Ոによる実ݧデβイン，データの
解ऍ，インフォマティクスを用いたパスウΣイ解析など
の͝相談もঝります。

サービス内容

シϣοτΨϯϓϩςΦϛΫε

・໢ཏ的タンパク࣭定ੑ・ൺֱ定ྔ解析
・໢ཏ的リンࢎԽタンパク࣭定ੑ・ൺֱ定ྔ解析
・໢ཏ的タンパク࣭間相࡞ޓ用解析

λʔήοτϓϩςΦϛΫε

・タンパク࣭相ର定ྔ，ઈର定ྔ解析
ったよりਫ਼౓の高いߜຯのあるタンパク࣭にターゲットをڵ
タンパク࣭・リンࢎԽタンパク࣭定ྔ解析（ ）

解析対象試料
˔ 動物छɿ6niprot データϕースにొ࿥されている動物छす΂て
˔ 試ྉのछྨɿ血ਗ਼・血ᕶˎ1，૊৫，ഓཆ細胞およびഓཆ্ਗ਼ˎ2，

エクソソーム，S%S�1A(E 試ྉ（インゲルফԽ）
ˎ1 血ਗ਼・血ᕶの解析ର৅はエクソソームにݶります。
ˎ2 ഓཆ্ਗ਼の解析は無血ਗ਼ഓ஍にݶります。ただし，解析ର৅がエク

ソソームの場߹は，血ਗ਼をؚΉഓ஍でも解析Մ能です。

ご注文方法／価格

ৄ細は当社受託・特注品୲当までお໰い߹わせ下さい。

ʦメーカーɿ1B-ʧ

特　長
˔ 細 胞 ບ に 結 ߹ す る ૒ ۃ ੑ ア ン カ ー と， シ ア ニ ン ま た は

B0%I1: ৭ૉでߏ成されています。
˔ 生細胞，ݻ定細胞，ex vivo，ݻ定૊৫で使用できます。
˔ 細胞ಟੑがないため，生細胞の長期イメージングと࠶イメー

ジングがՄ能です。
˔ .em(loX 590 は௒解૾౓ݦඍڸ（S50R.）での࡯؍に

も使用できます。

ΤΫιιーϜに΋࢖༻Ͱ͖Δ
ແಟੑͰًߴ౓のࡉޫܬ๔ບϓローϒ

.em(loX

8eC ϖʔδ番号
69530ࡧݕ

高い特異性，低バックグラウンド，簡便性を併せ持った
蛍光細胞膜プローブです。糸状仮足やナノチューブといっ
た微細構造を含む細胞膜のイメージング，およびエクソ
ソームなどの EVのイメージングにも有用です。

ʦメーカーɿC:0ʧ

඼　໊ ଌఆ೾௕
（ޫܬʗىྭ） ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ （֨ˇ）

.em(loX 4�� 499 nm � 50� nm
.(01�02 2 nmol �9
000 $Y0120102

.(01�10 10 nmol 1�0
000 $Y0120110

.em(loX 5�0 555 nm � 5�0 nm
.(02�02 2 nmol �9
000 $Y0120202

.(02�10 10 nmol 1�0
000 $Y0120210

.em(loX 590 595 nm � �1� nm
.(0��02 2 nmol �9
000 $Y012�302

.(0��10 10 nmol 1�0
000 $Y012�310

.em(loX �40 �50 nm � ��� nm
.(04�02 2 nmol �9
000 $Y0120�02

.(04�10 10 nmol 1�0
000 $Y0120�10

.em(loX �00 ��9 nm � �1� nm
.(05�02 2 nmol �9
000 $Y012�502

.(05�10 10 nmol 1�0
000 $Y012�510

使用例

Secreting Cell 6nlabeleE 
exosomes

1rotein
mRNA

IncRNA

Nucleus miRNA

in vivo におけるエクソソームトラッキング実験のワークフロー
.em(loX 5�0 および �40 を用いて，ゼブラフィッシュにおける E7 の動態をՄࢹԽ
した。॥؀する E7 をエンドサイトーシスにより取りࠐΉ 2 つのओ要な細胞のタイϓを
特定し，その取りࠐみのメカニζムが໌らかになった。

参ߟ文献ɿHyenne
 7.
 et al.
 %ev. Cell.
 48 （4）
 554～5�2 （2019）. ʦ1.I%� �0�45140ʧ

エクソソーム分ൻ細胞をഓཆ

細胞ഓཆӷからエクソソームを
ճ収

エクソソームを .em(loX で
ඪࣝ

ඪࣝしたエクソソームを
ゼブラフィッシュに注入

標準感度解析20％OFF キャンペーン
λϯύΫ࣭ఆੑղੳʗൺֱఆྔղੳ
通ৗ価֨ɿˇ12�
000ʗ試ྉ
ˠΩϟϯϖʔϯՁ֨：￥101,600／試料
˞期間中の試ྉ到着がඞਢとなります。
˞特ผなલॲ理がඞ要な試ྉについては，ผ్අ用を௖く場߹が͟͝い

ます。

2022：ؒظ ೥ 10 ݄ 15 ೔ʙ2022 ೥ 12 ݄ 28 ೔

8eC ϖʔδ番号
81669ࡧݕ
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ΤΫιιーϜ಺ m3NA ΍λンύΫ࣭ʗΤΫιιーϜບのޫܬඪࣝキット

Exo(loX E7 -aCelinH Kit

8eC ϖʔδ番号
8770ࡧݕ

ʦメーカーɿSBIʧ

ඪࣝର৅ޫܬ エクソソーム内 mRNA エクソソーム内タンパク࣭ エクソソームບ

඼　໊ Exo(loX�RNA
E7 -abeling Kit

Exo(loX�1rotein E7 -abeling Kit Exo(loX�.embrane
E7 -abeling KitReE (reen Blue

ಛ　௕ E7 内の mRNA を特ҟ的に
ඪࣝできる RNA ϓローブを使用 E7 に取りࠐまれるとܬ光を生͡るඪࣝ৭ૉを使用 インタクトな E7 ບを特ҟ的に

ඪࣝできる৭ૉを使用

Ωοτ಺༰ RNA probe
 Incubation buGGer -abeling Eye
 ExoQuick�5C （�.5 ml） -abeling Eye
 Reaction buGGer

（nN）ޫܬʗىྭ 4�5ʗ5�� 5��ʗ5�� 511ʗ525 40�ʗ454 4�5ʗ��5 SBI���000

ਪ঑Ϩʔβʔ೾௕
（nN） 4�� 5�1 4�� 405 4�� SBI�51000

঎඼コʔυ E90(R�00A�1 E90(1100A�1 E90(1�00A�1 E90(1400A�1 E90(.�00A�1 SBI�53000

แ　૷ 1 kit（10 ճ分） 1 kit（20 ճ分） 1 kit（20 ճ分） 1 kit（20 ճ分） 1 kit（25 ճ分） SBI�5�000

Ձ֨（ˇ） 11�
000 ��
000 ��
000 ��
000 ��
000 SBI�2�000

˞いずれの製品も，あらか͡め試ྉからエクソソームをந出するඞ要があります。エクソソームのந出には ExoQuick（p.12 参র）がおקめです。

ΤΫιιーϜのࡏہɾಈଶػೳղੳに࠷దͰ͢

Exosome CZto-Tracer

8eC ϖʔδ番号
67810ࡧݕ

エクソソーム膜表面タンパク質（CD9/CD63/CD81）と蛍光分子（GFP/RFP）の融合タンパク質を発現させる
レンチベクター／レンチウイルス粒子です。細胞内・細胞外のエクソソームを蛍光によりモニタリングできます。

˔ 初代ഓཆ細胞，がん細胞，װ細胞などのエクソソームをඪࣝ
できます。

˔ ウイルスへのパッέージングにも使用Մ能です。(F1�RF1
༥߹トレーサータンパク࣭を安定的に発現する細胞גをߏங
できます。

˔ ϓロϞーターɿC.7（Cytomegalovirus）
˞製品にトランスフΣクシϣン試薬やウイルスパッέージング用製品は

ؚまれません。ผ్͝用ҙ下さい。

特　長 製品ラインナップ

ʦメーカーɿSBIʧ

༥߹λά ޫ　ܬ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

C%9
(F1 C:50122�1A�1 10 Жg 12�
000 SBI��1220

RF1 C:5012��1A�1 10 Жg 12�
000 SBI��1230

C%��
(F1 C:50120�1A�1 10 Жg 12�
000 SBI��1200

RF1 C:50120R�1A�1 10 Жg 12�
000 SBI����20

C%�1
(F1 C:50124�1A�1 10 Жg 12�
000 SBI����1�

RF1 C:50125�1A�1 10 Жg 12�
000 SBI����1�

˙ϨϯνϕΫλʔフΥʔϚοτ

อଘ条݅ɿ ʦメーカーɿSBIʧ

༥߹λά ޫ　ܬ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

C%9
(F1 C:50122�7A�1 2 vials 14�
000 SBI��1223

RF1 C:5012��7A�1 2 vials 14�
000 SBI��1233

C%��
(F1 C:50120�7A�1 2 vials 14�
000 SBI��1203

RF1 C:50120R�7A�1 2 vials 14�
000 SBI��120�

C%�1
(F1 C:50124�7A�1 2 vials 14�
000 SBI��12�0

RF1 C:50125�7A�1 2 vials 14�
000 SBI��1250

˙Ϩϯν΢ΠϧεཻࢠフΥʔϚοτ

フナコシ 8eb に，C%���(F1 発現 H9C2 細胞
（྘৭）から %sReE 発現内ൽ細胞（੺৭）へエク
ソソームが༌ૹされる動ըがあります。

8eC ʹ
ಈը͋Γ

ExoGlow-RNA で ඪ ࣝ し た HEK29�5 細 胞 ༝ 来 E7 を
HEK29�5 細胞にఴ加し，E7 の取りࠐみを࡯؍した。

ޫܬ

mRNA

エクソソーム

ExoGlow-Protein Redでඪࣝした HEK29�5 細胞༝来
E7をHEK29�5細胞にఴ加し，E7の取りࠐみを࡯؍した。

ޫܬ

エクソソーム

λϯύΫ࣭

ExoGlow-Membrane で ඪ ࣝ し た HEK29�5 細 胞 ༝ 来
E7 を HEK29�5 細胞にఴ加し，E7 の取りࠐみを࡯؍した。

ޫܬ

エクソソーム

試
薬
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3N" 9.otif

製品は RNAそのものまたはレンチベクター

エクソソーム

ΤΫιιーϜに mi3NA ΍Ξンνηンε mi3NA Λಋೖ͢ΔγεςϜ

9.*3 Exosome mi3NA PacLaHinH 4Zstem

8eC ϖʔδ番号
53149ࡧݕ

エクソソームに取り込まれる small RNA に特異的な配列「Xmotif」
を利用し，任意のmiRNA をエクソソームへ取り込ませる製品です。
RNAを取り込ませたエクソソームを用いて遺伝子ノックダウン実験や，
エクソソームによるmiRNA 輸送経路の解析，エクソソーム受容細胞
でのRNA干渉の解析などを行うことができます。

用途に応じてお選び下さい！製品選択ガイド

Χλϩά඼ʹ目తͷ
Ni3N" ʹର͢Δ੡඼͕ͳ͍

೚ҙの miRNAʗアンチセンス miRNA を
発現させる XMIRXpress Cloning
Lentivectorを͝使用下さい

Ξϯνηϯε Ni3N"

AXMIR（RNA オリΰ
製品）を͝使用下さい

Ni3N" ಋೖํ๏͸ʁ
˞ಋೖ๏ͷಛ௕͸Լදࢀর

3N" ΦϦΰ

ϨϯνϕΫλʔ
（҆ఆൃݱ株थཱ）

ಋೖର৅͸ʁ

4T
"

3
T

④① XMIRを͝使用下さい③XMIRXpress
を͝使用下さい

②

˙ ಋೖ๏ͷಛ௕

੡඼λΠϓ ΤΫιιʔϜ΁ͷऔΓࠐΈ Ni3N" ಺แΤΫιιʔϜ͕
ಘΒΕΔ·Ͱͷؒ࣌

RNA オリΰ
（9.IR または A9.IR） 細胞へトランスフΣクシϣンすると，エクソソームに取りࠐまれる。 ୹時間

レンチϕクター
（9.IR9press）

細胞へトランスフΣクシϣンすると，ϕクターから 9motiG�miRNA が発現し，
エクソソームに取りࠐまれる。 ൺֱ的୹時間

レンチウイルスへパッέージングし，細胞へ感染させることで 9motiG�miRNA
を安定発現する細胞גを࡞製する。これにより，9motiG�miRNA が取りࠐまれ
たエクソソームが安定的に์出される。

長時間
-entivector

˞ຊ製品にトランスフΣクシϣン試薬やウイルスパッέージング用製品はؚまれません。ผ్͝用ҙ下さい。

อଘ条݅ɿ ʦメーカーɿSBIʧ

3N" ͷछྨ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

SBI���3�2 anti�miRNA�1��p A9.IR�1 10 tests ��
000

SBI���3�1 anti�miRNA�21�5p A9.IR�21 10 tests ��
000

SBI���3�0 anti�miRNA�29a��p A9.IR�29a 10 tests ��
000

SBI���3�� anti�miRNA��1�5p A9.IR��1 10 tests ��
000

SBI���3�� anti�miRNA��4a�5p A9.IR��4a 10 tests ��
000

SBI���3�� anti�miRNA�122�5p A9.IR�122 10 tests ��
000

SBI���3�� anti�miRNA�124a��p A9.IR�124a 10 tests ��
000

SBI���3�5 anti�miRNA�125a�5p A9.IR�125a 10 tests ��
000

SBI���3�� anti�miRNA�125b�5p A9.IR�125b 10 tests ��
000

SBI���3�3 anti�miRNA�145�5p A9.IR�145 10 tests ��
000

SBI���3�2 anti�miRNA�14�a�5p A9.IR�14�a 10 tests ��
000

SBI���3�1 anti�miRNA�150�5p A9.IR�150 10 tests ��
000

SBI���3�0 anti�miRNA�155�5p A9.IR�155 10 tests ��
000

SBI���3�� anti�miRNA�200c��p A9.IR�200c 10 tests ��
000

SBI���3�� anti�miRNA�20�a��p A9.IR�20� 10 tests ��
000

SBI���3�� anti�miRNA�205�5p A9.IR�205 10 tests ��
000

SBI���3�� anti�miRNA�219a�5p A9.IR�219 10 tests ��
000

SBI���3�5 anti�miRNA�221��p A9.IR�221 10 tests ��
000

SBI���3�� anti�miRNA�222��p A9.IR�222 10 tests ��
000

SBI���3�3 anti�miRNA�22���p A9.IR�22� 10 tests ��
000

SBI���3�2 anti�miRNA�224�5p A9.IR�224 10 tests ��
000

SBI���3�3 anti�miRNA�let�a�5p A9.IR�let�a 10 tests ��
000

3N" ΦϦΰͰΞϯνηϯε Ni3N" Λಋೖ
"9.*3ᶃ

ʦメーカーɿSBIʧ

3N" ͷछྨ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

miRNA�1��p 9.IR91�1 10Жg 125
000 SBI���3��

miRNA�21�5p 9.IR91�21 10Жg 125
000 SBI���3�5

miRNA�29a��p 9.IR91�29a 10Жg 125
000 SBI���3��

miRNA�29b��p 9.IR91�29b 10Жg 125
000 SBI���31�

miRNA��4a�5p 9.IR91��4a 10Жg 125
000 SBI���3�2

miRNA�122�5p 9.IR91�122 10Жg 125
000 SBI���3�1

miRNA�124a��p 9.IR91�124a 10Жg 125
000 SBI���3�0

miRNA�125b�5p 9.IR91�125b 10Жg 125
000 SBI���33�

miRNA�155�5p 9.IR91�155 10Жg 125
000 SBI���33�

miRNA�200c��p 9.IR91�200c 10Жg 125
000 SBI���333

miRNA�205�5p 9.IR91�205 10Жg 125
000 SBI���331

miRNA�219a�5p 9.IR91�219 10Жg 125
000 SBI���330

miRNA�224�5p 9.IR91�224 10Жg 125
000 SBI���32�

miRNA�4���5p 9.IR91�4�� 10Жg 125
000 SBI���30�

Non�targeting miRNA 9.IR91�N5 10Жg 125
000 SBI���30�

ϨϯνϕΫλʔͰ Ni3N" Λಋೖ
9.*39QSessᶄ
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3N" ΦϦΰͰ Ni3N" Λಋೖ
9.*3ᶅ

อଘ条݅ɿ ʦメーカーɿSBIʧ

3N" ͷछྨ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）
SBI���3�� miRNA�1��p 9.IR�1 10 tests ��
000

SBI���31� miRNA�10a�5p 9.IR�10a 10 tests ��
000

SBI���35� miRNA�21�5p 9.IR�21 10 tests ��
000

SBI���3�� miRNA�29a��p 9.IR�29a 10 tests ��
000

SBI���3�� miRNA��1�5p 9.IR��1 10 tests ��
000

SBI���3�� miRNA��4a�5p 9.IR��4a 10 tests ��
000

SBI���3�5 miRNA�122�5p 9.IR�122 10 tests ��
000

SBI���3�� miRNA�124a��p 9.IR�124a 10 tests ��
000

SBI���3�3 miRNA�125a�5p 9.IR�125a 10 tests ��
000

SBI���3�2 miRNA�125b�5p 9.IR�125b 10 tests ��
000

SBI���313 miRNA�12���p 9.IR�12� 10 tests ��
000

SBI���3�1 miRNA�145�5p 9.IR�145 10 tests ��
000

SBI���3�0 miRNA�14�a�5p 9.IR�14�a 10 tests ��
000

SBI���35� miRNA�150�5p 9.IR�150 10 tests ��
000

SBI���35� miRNA�155�5p 9.IR�155 10 tests ��
000

SBI���35� miRNA�200c��p 9.IR�200c 10 tests ��
000

SBI���35� miRNA�20�a��p 9.IR�20� 10 tests ��
000

SBI���355 miRNA�205�5p 9.IR�205 10 tests ��
000

SBI���353 miRNA�219a�5p 9.IR�219 10 tests ��
000

SBI���352 miRNA�221��p 9.IR�221 10 tests ��
000

SBI���351 miRNA�222��p 9.IR�222 10 tests ��
000

SBI���350 miRNA�22���p 9.IR�22� 10 tests ��
000

SBI���3�� miRNA�224�5p 9.IR�224 10 tests ��
000

SBI���312 miRNA�4���5p 9.IR�4�� 10 tests ��
000

SBI���3�0 miRNA�let�a�5p 9.IR�let�a 10 tests ��
000

SBI���3�1 5exas�ReE 9.IR�10S 10 tests ��
000

ポジティブコントロールとしてお使いいただけます

使用例

Lu
ci
fe
ra
se
 A
ct
iv
it
y 
in
 T
ar
ge
t C
el
ls

ルシフΣラーゼ遺伝子の下ྲྀに .EF2A または RI.S1 遺伝子の �ʟ65R を૊みࠐんだ
HEK29� 細胞を用ҙし，֤遺伝子にରする miRNA を取りࠐませたエクソソームをఴ加
した。コントロールとして 9motiG を持たない miRNA を使用した。ルシフΣラーゼ活ੑ
をଌ定したところ，9motiG を有する miRNA を使用した条݅で，ルシフΣラーゼ活ੑが
௿下した。

使用した製品（エクソソームに取りࠐませた RNA オリΰ）
miRNA�1��pʴ9motiG の RNA オリΰ（�9.IR�1）ɿ.EF2A をඪ的とする
miRNA�122�5pʴ9motiG の RNA オリΰ（�9.IR�122）ɿRI.S1 をඪ的とする

HEK29� 細胞にポジティブコントロール用の RNA オリΰ �9.IR�10S（5exas�ReEʴ
9.otiG）をトランスフΣクシϣンし，࢈生したエクソソームをճ収した。
このエクソソームをナイーブ型 HEK29� 細胞にఴ加し，4 時間後にܬ光ݦඍڸにより
。した࡯؍

Untre
ate

E )
E,293

)E,293ʴ
NT EYos

)E,293ʴ

9.
*3

-2
1 EYos

)E,293ʴ

"9.
*3

-2
1 EYos

UntreateE
)E,293

)E,293
ʴNT EYos

)E,293
ʴ9.*3-
21 EYos

)E,293
ʴ"9.*3-
21 EYos

XMIR-21 による PDCD4遺伝子のノックダウン
1%C%4ɿmiRNA�21 のඪ的遺伝子
�9.IR�21ɿmiRNA�21�5pʴ9.otiG の RNA オリΰ
�A9.IR�21ɿanti�miRNA�21�5pʴ9.otiG の RNA オリΰ

�9.IR�21 または �A9.IR�21 を取りࠐませたエクソソームを HEK29� 細胞に௥加し，
内在ੑ 1%C%4 の発現レϕルをウΣスタンブロッティング解析した。
�9.IR�21 により 1%C%4 のタンパク࣭発現ྔがݮগし，�A9.IR�21 により 1%C%4 の
タンパク࣭発現ྔが૿加した。

೚ҙͷ Ni3N" ΍Ξϯνηϯε Ni3N" ΛൃݱͰ͖Δ
ϨϯνϕΫλʔ　9.*39QSess $MoninH -enUiWeDUoSᶆ

NNNNNNN seRuence corresponEs to the miRNA hairpin Xhich is 
typically is about �0 nucleotiEes in length

ʦメーカーɿSBIʧ

඼　໊ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

9.IR9press Cloning 
-entivector Xith 9.otiG 9.IR91�7ect 10 tests 125
000 SBI���3��

˔ ઢ状Խϕクターとして提供されます。miRNA ϔアϐン配ྻ
（্ਤ参র）をؚΉ %NA オリΰをデβインしຊ製品とライ
ゲーシϣンすることで，9motiG 配ྻが෇加された miRNA
発現ϕクターを࡞製できます。

˔ ஙしたϕクターを௚઀細胞へトランスフΣクシϣンし，一ߏ
過ੑ発現をさせることができます。また，レンチウイルスへ
パッέージングさせて導入することもՄ能です。

#XMIRXP-Vect

General oligo cloning design
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ΤΫιιーϜに si3NA / mi3NA Λಋೖ͢Δࢼༀ

Exo-'ect si3NA / mi3NA Transfection Kit

8eC ϖʔδ番号
68761ࡧݕ

単離したエクソソームなどの EVに siRNAまたはmiRNAを高効率で導入する，CPP（Cell-Penetrating Peptide）
ベースの試薬です。エレクトロポレーション装置や処理時間の最適化は不要です。

特　長 使用例
˔ 約 1.5 時間で siRNA または miRNA を E7 へ導入できます。
˔ siRNA または miRNA の E7 をհしたඪ的細胞への導入ޮ཰

は 95ˋ です。
˔ siRNA を導入した E7 でॲ理した細胞における，ඪ的遺伝子

のノックダウンޮ཰はʼ�0ˋ です。
˔ 細胞ಟੑが௿く཈えられています。
˔ 後൒のચড়ステッϓにより，導入されなかった࡞ૢ small

RNA，過৒な試薬はআ去されるため，バックグラウンドが最
小ݶに཈えられます。

EV を介したHUVECへの siRNAの導入例
CɿCy� ඪࣝコントロール siRNA を E7 にロードした後，E7 をհして H67EC に導入し，

��～4� 時間後に細胞を࡯؍した。E7 ॲ理なし（্ஈ），E7 ॲ理有り（下ஈ）で
H67EC にトランスフΣクシϣンを行った結果をࣔした。E7 ॲ理により，Cy� ඪࣝ
siRNA がほとんどの細胞に導入されたことがわかる。

%ɿE7 未ॲ理細胞で見られるわずかなܬ光は，ચড়޻ఔの後に残ཹしたඍྔのܬ光ඪࣝ
siRNA によるものである。

Eɿਤ C にࣔした E7 のトランスフΣクシϣンޮ཰を，細胞छ͝とに定ྔした結果。

遺伝子ノックダウン試験
ຊ製品を用いて H1R5 遺伝子をඪ的とする siRNA を E7 に導入した。
この E7 を細胞にఴ加し，R1CR により mRNA 発現（A）を，ウΣスタンブロッティング
によりタンパク࣭発現（B）を解析したところ，H1R5 の発現がノックダウンされていた。

A

B

D　蛍光シグナルを放つ細胞の割合（％） E　各細胞株への EVの導入効率

๔株ࡉ E7 ͷಋೖޮ཰
He-a ～95ˋ

HEK29� ～90�95ˋ
H67EC ～�0�90ˋ

C

ʵE7s

ʴE7s

野ࢹ໌ 光ܬ .erge

ʵE7s ʴE7s

100

�0

�0

40

20

0

操作方法概略

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

EYo-Fect si3N"/Ni3N" Transfection ,it （20 reactions）
SBI0��200 SBI E9F5200A�1 1 kit � �4
000

Ωット内༰ɿ5ransGection reagent
 Clean�up column
 5ransGection buGGer
 Collection
tube
 Cy� transGection control
 Column buGGer

インΩュϕート
室Թ，15 分間

インΩュϕート
��ˆ，1 時間

ચড়ࡁみカラムにఴ加

୯཭した E7
50～�00 Жg�100 Жl 

స౗ࠞ࿨
室Թ，10 分間

1
000ʷg，�0 ඵ間

siRNA � miRNA を
導入した E7

siRNA or miRNA ʴ ຊ製品

各製品の詳細は，フナコシWebのタブから
簡単に検索できます！

ˣココΛબ୒ʂ

ӈ্ͷࣄه֤ࡧݕ 8eC ϖʔδ番号Λೖྗ4&"3$)

8eC ϖʔδ൪߸ࡧݕ
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細胞内

拡大ਤ

91ack

目త

λϯύΫ࣭

細胞外

໨తλンύΫ࣭Λ಺แͨ͠ΤΫιιーϜΛ࢈ੜ͢ΔγεςϜ

9PacL Protein PacLaHinH 4Zstem

8eC ϖʔδ番号
63244ࡧݕ

エクソソーム内に目的タンパク質をパッケージングできるキットです。
XPack は，エクソソーム膜の内側を標的とするペプチド配列で，XPack タグ
を付加させたタンパク質はエクソソーム内に取り込まれます。同定したエクソ
ソーム中のタンパク質機能解析や，DDS のためのタンパク質導入などに応用
できます。

"Np3

pU$ 03*

4740 03ᶗ
4740 poMZ-"

3ʟ϶LT3
813E

&'�Ћ

.uMUiQMe DMoninH 
siUeʢ.$4ʣ

91aDk UaH

.4$7
$.7 oS

c11T

347 5ʟLT3

91aDk
-enUiWeDUoSs

#XPAK510PA-1 (CMV)
#XPAK710PA-1 (MSCV)

特　長
˔ レンチウイルスϕクターを用いて，特定のタンパク࣭を内แ

したエクソソームを࢈生させます。.CS にタンパク࣭配ྻを
ૠ入させることで，91ackとの༥߹タンパク࣭が発現します。

˔ ஙしたϕクターを௚઀細胞へトランスフΣクシϣンし，一ߏ
過ੑ発現させることができます。また，レンチウイルスへ
パッέージングさせて導入することもՄ能ですˎ。

ˎຊ製品にトランスフΣクシϣン試薬やウイルスパッέージング用製品
はؚまれません。ผ్͝用ҙ下さい。

使用例

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

91ack $.7-91-.$4-EF1-1uro $Moning LentiWector
SBI 91AK5101A�1 10Жg � 149
000 SBI1�5100

91ack .4$7-91-.$4-EF1-1uro $Moning LentiWector
SBI 91AK�101A�1 10Жg � 149
000 SBI1��100

細胞周期阻害因子CDKN1Bを内包したエクソソームの細胞への導入
91ack -entivector（�91AK5101A�1）に C%KN1B 配ྻを導入し，HEK29� 細胞へ
トランスフΣクシϣンした。この細胞から์出されたエクソソーム（91ack�C%KN1�）
をଞの HEK29� 細胞へఴ加したところ，細胞の૿৩཰が௿下した。

■  )&,��� &YosoNes
■  91aDk�$%,/�# &YosoNes

細
胞
増
殖
率
（
M
TT
ア
ッ
セ
イ
）

5μg Exosomes 50μg Exosomes 100μg Exosomes

1

0.8

0.6

0.4

0.2

0

ΤΫιιʔϜͷτϥοΩϯάʹ࠷దͳϨϙʔλʔλϯύΫ࣭Λ
ΤΫιιʔϜʹύοέʔδϯά͢Δ੡඼΋͋Γ·͢

˔ 91ack システムにより，(F1 や RF1，ルシフΣラーゼを内
แしたエクソソームを࡞製できる製品です。

˔ レンチϕクター（ᶃ）またはレンチウイルスཻ子（ᶄ）の製品
があります。トランスフΣクシϣンޮ཰が௿い細胞ではレン
チウイルスཻ子でのトランスダクシϣンがおקめです。

˔ 91ack システムにより࡞製した，レポータータンパク࣭内แ
エクソソームを安定的に࢈生する HEK29� 細胞גもありま
す（ᶅ）。

ʦメーカーɿSBIʧ

ΤΫιιʔϜʹ
औΓࠐ·ͤΔ
Ϩϙʔλʔ
λϯύΫ࣭

ᶃ ϨϯνϕΫλʔ
ᶄ Ϩϯν΢Πϧεཻࢠ ᶅ ΤΫιιʔϜΛ҆ఆతʹ࢈ੜ͢Δ

)E,293 ๔株ࡉ
SBI1�5300
SBI1��300
SBI1�5310
SBI1�5320
SBI1��320

SBI1�5302
SBI1��301

SBI1�5322
SBI1��321

SBI1�5301

SBI1�5321

อଘ条݅ɿ อଘ条݅ɿ

঎඼コʔυ แ૷ʗՁ֨（ˇ） ঎඼コʔυ แ૷ʗՁ֨（ˇ） ঎඼コʔυ แ૷ʗՁ֨（ˇ）

('1
$.7 91AK5�01A�1 10Жg � 154
000 $.7 91AK5�07A�1 1 vial � 154
000 $.7 91AK5�0C-�1 1 vial � 2��
000

.4$7 91AK��01A�1 10Жg � 154
000 .4$7 91AK��07A�1 1 vial � 154
000

3'1 $.7 91AK5�11A�1 10Жg � 154
000 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

-uDifeSase
$.7 91AK5�21A�1 10Жg � 154
000 $.7 91AK5�27A�1 1 vial � 154
000 $.7 91AK5�2C-�1 1 vial � 2��
000

.4$7 91AK��21A�1 10Жg � 154
000 .4$7 91AK��27A�1 1 vial � 154
000

$.7 ϓロϞーターɿほとんどの細胞ג用ɹɹ .4$7 ϓロϞーターɿ଄血細胞ʗװ細胞用

ルシフェラーゼ内包化エクソソームの細胞への導入
91ack�-uciGerase -entivector（�91AK5�21A�1）を HEK29� 細胞へトランスフΣク
シϣンし，ルシフΣラーゼ内แエクソソームを࢈生させた。ճ収したエクソソーム

（91ack�-uc exosomes）を֤छアッセイに使用した。
AɿエクソソームのルシフΣラーゼ活ੑをଌ定した。
BɿルシフΣラーゼ内แエクソソームを HEK29� 細胞へఴ加し，ルシフΣラーゼ活ੑを

ଌ定した。

Control
exosomes

XPack-Luc
exosomes

Untreated
cells

Cells + HEK
exosomes

Cells + XPack-Luc
exosomes

Lu
m
in
es
ce
nc
e 
(R
LU
)

Lu
m
in
es
ce
nc
e 
(R
LU
) $ontroM � 91ack-Luc

" #
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XStampとは
9Stamp は，エクソソームද໘にہ在する
タンパク࣭ .F(�E� の C1C2 ドメインです。
目的のタンパク࣭（リΨンド）をエクソ
ソームද໘に提ࣔさせます。

94taN
p

目
త

λ
ϯ

ύ
Ϋ

࣭

細胞内 細胞外
エクソソーム

細胞外 細胞内

エクソソーム

リΨンド
レセϓター

エクソソームを
受༰する細胞

（ඪ的細胞）

. E . 0

ඪతࡉ๔΁のಛҟੑΛ্ͨͤ͞޲ΤΫιιーϜΛ࡞੡͢Δキット

94tamp Exosome TarHetinH 4Zstem
任意のタンパク質をエクソソーム表面に発現させることができる製品です。細胞特異的なリガンドを発現させること
で，エクソソームを効率よく標的細胞に輸送させることができます。エクソソームを介した細胞への特異的なデリバ
リーやワクチン産生の促進，薬物スクリーニングなどに応用できます。

94taNp
644458eCࡧݕ ϖʔδ番号

94taNp 1ro
69184ࡧݕ

用途に応じてお選び下さい！製品選択ガイド

w ख持ちのਫ਼製ࡁみエクソソームを使いたい
w ख持ちのビオチンඪࣝ߅ମやタンパク࣭でඪࣝ

したい
w ୹時間でඪࣝエクソソームをௐ製したい

w ਫ਼製ࡁみエクソソームを持っていない
w ೚ҙの細胞にリΨンドを発現するエクソソームを

生させたい࢈
w 安定発現細胞גを࡞りたい

୯཭した E7

E7 を࠶౓୯཭

9Stamp 1ro 
StreptaviEin

ඪࣝ細胞特ҟ的な E7
ビオチンԽඪࣝ
タンパク࣭のఴ加

9Stamp 1ro StreptaviEin
でコートした E7

ʴ

1 時間
インΩュϕーシϣン

XStamp Pro Streptavidin Kit がオススメ！ XStamp Cloning and Expression Lentivector がオススメ

˔ ୯཭したエクソソームなどの E7 のද໘に，タンパク࣭や߅
ମをඪࣝできるΩットです。

˔ Ωットにؚまれる StreptaviEin ඪࣝ 9Stamp を E7 と൓応
させてコーティング後，೚ҙのビオチンඪࣝタンパク࣭・߅
ମを൓応させて結߹させます。

˔ 発現ϕクターやトランスフΣクシϣンはෆ要なため，୹時間
でタンパク࣭・߅ମඪࣝエクソソームを࡞製することができ
ます。

˔ ෳ数のඪ的にରするバリアントを؆୯に࡞製できるため，ਝ
଎なスクリーニングに有用です。

˔ 使用ճ数ɿ10 reactions
˔ Ωット内༰ɿ9Stamp 1ro puriGieE protein，ExoQuick�5C

˔ レンチϕクターを用いて，特定のタンパク࣭をບද໘に発現
したエクソソームを࢈生させるΩットです。.CS に೚ҙの
タンパク࣭配ྻをૠ入することで，9Stamp との༥߹タンパ
ク࣭が発現します。

˔ ஙしたϕクターを細胞へトランスフΣクシϣンし，一過ੑߏ
発現をさせることができます。また，レンチウイルスへパッ
έージングさせて導入することもՄ能ですˎ。

˔ 目的リΨンドをද໘に発現したエクソソームを，安定的に࢈
生する細胞גを࡞製できます。

ˎຊ製品にトランスフΣクシϣン試薬やウイルスパッέージング用製品
はؚまれません。ผ్͝用ҙ下さい。

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

94taNp 1ro 4treptaWiEin $ustoNi[aCMe E7 Targeting ,it
SBI23�000 SBI 9S51900A�1 1 kit � 14�
000

LiganE .$4 94taNp.4$7

EF1

p"

1uro3epMication"Np3 3ʟLT3

44

5ʟ
LT

3

#XSTP710PA-1

（.otilin レセϓターを発現していない）（.otilin レセϓターを発現している）

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

94taNp $Moning anE EYpression LentiWector
SBI 9S51�101A�1 10Жg � 149
000 SBI2��100

Έ੡඼ʹ͍ͭͯ͸ӈϖʔδΛ͝ཡԼ͍͞試ࡁஙߏ΍ྫ༺࢖
薬

　
　

 r
ea

ge
nt

@
fu

na
ko

sh
i.c

o
.j p

TE
L  

03
-5

68
4-

16
20

F"
9

 0
3-

56
84

-1
77

5

価
格
・
内
容
は
発
刊
日
現
在
で
す

掲
載
品
は
す
べ
て
研
究
用
で
す

Τ
Ϋ
ι
ι
ー
Ϝ
ͷ
վ
ม
ɾ
̙
̙
̨
ݚ
ڀ

フナコシニュース2022年 10月 15日号（No.757）funakoshi news

32

https://www.funakoshi.co.jp/contents/64445
https://www.funakoshi.co.jp/contents/69184
https://www.funakoshi.co.jp/inquiries/lists


使用例

XStampと Exo-Fect を組み合わせて使用した例
使用した製品ɿ�9S51�201A�1
エクソソームද໘に提ࣔさせたリΨンドɿ.otilin
.otilin のඪ的ɿ.otilin レセϓターを発現している細胞（ফԽ؅細胞）
エクソソームを࢈生させた細胞ɿHEK29� 細胞

.otilin 提ࣔエクソソームに，トランスフΣクシϣン試薬 Exo�Fect を用いて 5exas�
ReE ඪࣝ siRNA を導入した後，֤細胞にఴ加した。細胞におけるエクソソームの取りࠐ
みをܬ光により確ೝした。.%A�.B�2�1 細胞とൺ΂，H5�29 細胞においてエクソソー
ムの取りࠐみがよりଟいことが࡯؍された。

（.otilin レセϓターを発現していない）（.otilin レセϓターを発現している）

XStampと XPack を組み合わせて使用した例
使用した製品ɿ
ɹ�9S51�211A�1（提ࣔリΨンドɿNCA.）および �91AK5�01A�1（内แɿ(F1）
ɹ�9S51�221A�1（提ࣔリΨンドɿBH11）および �91AK5�01A�1（内แɿ(F1）
ɹエクソソームを࢈生させた細胞ɿマウス間༿װܥ細胞

9Stamp レンチϕクターと (F1 パッέージング用 91ack レンチϕクターをマウス間༿
細胞にトランスフΣクシϣンし，リΨンドを提ࣔしかつװܥ (F1 を取りࠐませたエクソ
ソームを࢈生させた。
このエクソソームをマウスਆ経ժ細胞ज Neuro 2a 細胞にఴ加し，エクソソームの取り
。光により確ೝしたܬみをࠐ

˙94taNp シϦʔζ（Ϩϯν΢ΠϧεϕΫλʔΛ࢖༻）ͷ࢖༻ྫ

ラテックス硫化アルデヒドビーズを用いた XStamp Pro Streptavidin
（#XSTP900A-1）によるビオチン標識物への結合の検証

E7 には結߹するが，ビオチンԽ Atto�4�� ৭ૉには結߹しないラテックスེԽアルデώ
ドビーζを使用し，ܬ光ݦඍڸで࡯؍した。最ӈྻの 9Stamp 1ro StreptaviEin でද໘
をストレϓトアビジンでコートした E7 のみが，ビオチンԽ Atto�4�� と結߹し྘৭ܬ光
を発しているのがわかる。

XStamp anti-HIV ScFv（#XSTP905A-1）を表面にコートしたEVの効果
(F1 ඪࣝ HI7 を感染させた 5;.bl 細胞にରして，5exas ReE ඪࣝ siRNA を内部にؚ
Ήඇඪ的Խ E7（下ஈ），HI7 ඪ的Խ E7（্ஈ）をそれぞれఴ加した。HI7 ඪ的Խ E7 の
みが有ҙに HI7 感染細胞へ取りࠐまれたことがわかる。
ը૾提供ɿ%rs. RaGal Kaminski anE Kamel Khalili
 5emple 6niversity

Ґ相ࠩ૾

ඪ的Խ
E7

ඇඪ的Խ
E7

(F1 5exas ReE 重Ͷ߹わせ

˙94taNp 1ro（୯཭ͨ͠ΤΫιιʔϜ΁௚઀ඪࣝ）ͷ࢖༻ྫ

標的細胞（リガンド）ごとに構築済みの製品もあります
ʦメーカーɿSBIʧ

ඪࣝΤΫιιʔϜͷ࡞੒ํ๏ ΤΫιιʔϜʹൃͤ͞ݱΔλϯύΫ࣭ ඪతࡉ๔ ঎඼コʔυ แ　૷ Ձ֨（ˇ）

XStamp Pro
XStamp Pro に抗体を修飾済み

୯཭したエクソソームを௚઀ඪࣝする

߅ HI7 ମ߅ HI7 感染細胞 9S51905A�1 1 kit 14�
000 SBI23�050

߅ C%1� ମ߅ C%1� 発現細胞 9S51910A�1 1 kit 14�
000 SBI23�100

߅ 1%�1 ମ߅ 1%�1 発現細胞 9S51915A�1 1 kit 14�
000 SBI23�150

XStamp
レンチベクター構築済み

細胞からリΨンドを発現する
エクソソームを࢈生させる

.otilin ফԽ؅細胞 9S51�201A�1 10Жg 154
000 SBI2��200

NCA. ਆ経ܥ細胞 9S51�211A�1 10Жg 154
000 SBI2��210

BH11 ೴細胞 9S51�221A�1 10Жg 154
000 SBI2��220

(E11 がん細胞 9S51�2�1A�1 10Жg 154
000 SBI2��230

Her2 ೕがん細胞 9S51�241A�1 10Жg 154
000 SBI2��2�0

C%40-�C%154 提ࣔ細胞ݪ߅ 9S51�251A�1 10Жg 154
000 SBI2��250

I-�2 ໔Ӹ細胞 9S51�2�1A�1 10Жg 154
000 SBI2��2�0

ୈ � ճ೔ຊࡉ๔֎খ๔ֶձֶज़ूձ

附 設 展 示 会 に 出 展 し ま す

フナコシϒʔεͰօ͞·ͷ
͝དྷ৔Λ͓଴͍ͪͯ͠·͢ʂ

会2022：ظ ೥ 10 ݄ 24 ೔（݄）ʙ25 ೔（Ր）

会৔：東京େֶ ҏ౻ँԸϗʔϧ（文京区）
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݂ਗ਼ʗ݂ᕶ͔Βの cfDNA ਫ਼੡キット

cf.A9 cfDNA *solation 4Zstem

8eC ϖʔδ番号
65893ࡧݕ

フΥʔϚοτ 試ྉྔ ༹ग़ӷྔ ճ਺༺࢖

ビーζؾ࣓ 500 Жl～� ml 血ᕶ 1 ml あたり
20～�0 Жl

血ਗ਼または血ᕶ
�0 ml 分

˞ผ్，࣓ؾスタンドおよび無ਫエタノールがඞ要です。

使用例

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

cf."9 cf%N" *soMation 4ZsteN
SBI CF.A9100A�1 1 kit � �4
000 SBI252000

Ωット内༰ɿ.agnetic beaEs，-ysis � BinEing buGGer，8ash buGGer，Elution buGGer

添加した試料量に応じた収量が
得られる
血ਗ਼（～5 ml）から，ຊ製品を使用して
cG%NA をਫ਼製した。

ੜମӷ͔Βの cf3NA ਫ਼੡キット

2uicL-cf3NA 4erum � 
Plasma Kit

8eC ϖʔδ番号
65493ࡧݕ

血清・血漿などの生体液から，NGS や RT-qPCR など
に使用できる高品質の cfRNA を迅速かつ簡単に抽出・
精製できるキットです。

長いゲノム DNA の混入を低減し，短い DNA フラグメ
ントのみを精製回収します。自動化装置にも対応しま
す。リキッドバイオプシーによるバイオマーカー探索に
有用です。

˞ຊ製品を用いた cGRNA のந出，ਫ਼製（Spin�AXay Gilter への結߹ス
テッϓ）には，7acuum .aniGolE がඞ要です。E;�7ac 7acuum
.aniGolE（�S�000）の使用をਪ঑します（8eb ϖージ൪߸ɿ�4�9�）。

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

2uick-cf3N" 4eruN�1MasNa ,it
;Y31�15�0 ;:R R1059 1 kit � ��
000

Ωット内༰ɿ1roteinase K � storage buGGer，Quick�cGRNA Eigestion buGGer，Quick�
cGRNA binEing buGGer，RNA recovery buGGer，RNA prep buGGer，RNA Xash buGGer，
%Nase�RNase�Gree Xater，Spin�AXay Gilter，25 ml reservoir，;ymo�Spin IC
column，Collection tube

特　長

フΥʔϚοτ 試ྉྔ ݁߹༰ྔ ༹ग़ӷྔ ճ਺༺࢖

バΩュームʴԕ৺ ʽ� ml 試ྉによる �～15 Жl 50 preps

2uiDk�Df%/"�Df3/" 4eSuN � 1MasNa ,iU
血ਗ਼，血ᕶなどの試ྉから，高品࣭の cG%NA および cGRNA をਫ਼製
できるΩットです。cG%NA，cGRNA のݸผਫ਼製または共༹出の
2 छྨのϓロトコルをબ୒できます。

8eC ϖʔδ番号
68075ࡧݕ

͜ ͪ Β ΋ Φ ε ε ϝ

使用例

操作方法概略

cfRNA収量比較
ώト血ᕶからຊ製品または A 社 cGRNA ந出Ωットを用いて cGRNA をந出し，miR�1��
5p ྔをଌ定した。ຊ製品を用いた場߹，A 社にൺ΂最大515倍の収ྔがಘられた。

10

0.5 ml

ຊ製品
Ωット a Ωット b

A 社
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血ᕶ，血ਗ਼，೴੸਷ӷ，༽ਫ，೘など
タンパク࣭ফԽ，結߹

ચড়

ચড়
༹出

6ltra�pure cGRNA （small � micro RNA をؚΉ）

RNA recovery buGGer による༹出

エタノールఴ加

;ymo�Spin IC column
に結߹させる

Spin�AXay Gilter
に結߹させる
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cfDNA 増幅キット

TruePrime Necrotic Cell-free / 
Exosomal DNA Amplification Kit

8eC ϖʔδ番号
68004ࡧݕ

cfDNAに含まれる腫瘍細胞由来の長鎖DNAを，優先的
に増幅します。腫瘍マーカーDNAの解析や，リキッド
バイオプシー研究に有用です。

cfDNA 研究のコントロールに

DNA Cleared Plasma

8eC ϖʔδ番号
68184ࡧݕ

健常なヒト血漿から cfDNA を除去した製品です。未処
理の血漿と同様の生化学的および生理学的組成を有して
おり，ブランクベースラインコントロールとして使用で
きます。
˞ຊ製品は HI7，HB7，HC7，H5-7，കಟトレポネーマがӄੑである

ことを確ೝしていますが，取り扱いにはे分͝注ҙ下さい。

特　長
˔ ຊ製品にؚまれている E7 のྔ・૊成は未ॲ理血ᕶと同ఔ౓

であり（下ਤ参র）またܗ態的にも正ৗです。

˔ ຊ製品に spike�in した %NA は，2～�ˆ อଘでগなくとも
2�0 日間安定です。

˔ ，血ᕶよりも模฿౓が高く޻者༝来試ྉの代ସとして人ױ
また人޻血ᕶと同ఔ౓の安定ੑを有します。

˔ ReaEy�to�6se の製品です。

本製品および未処理血漿中に含まれる EV

使用例

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

%N" $MeareE 1MasNa
SBI %C1100A�1 100 ml � �5
000 SBI325000

ヒト未処理血漿および各種代替溶液からのDNA抽出特性
֤छ代ସ༹ӷにط知ྔの߹成 %NA அยを spike�in し，%NA をந出した後，R1CR で
%NA அยのコϐー数をଌ定し，ଌ定値（ॎ࣠）と༧ଌ値（ԣ࣠）でϓロットした。
֤छ代ସ༹ӷのうち，ຊ製品のみがώト未ॲ理血ᕶとほ΅同様の結果をࣔし，cG%NA
研究におけるコントロールとしてదしていることがࣔされた。

バッフΝー
人޻血ᕶ
ώト未ॲ理血ᕶ
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1ooleE
1lasma 2

特　長
˔ ネクローシスをىこした細胞や，エクソソームなど E7 ༝来

の 1～20 kb の長鎖DNAの૿幅にదしています。
˔ 100 pg のセルフリー %NA から૿幅できます。
˔ ߹成ランダムϓライマーを用いない 5rue1rime テクノロ

ジーにより，ランダムプライマーによるアーティファクト
や，外部DNA汚染の影響を低減します。

˔ バイアスがগなく，かつゲノムのカバー཰が高い૿幅 %NA
がಘられ，1CR や N(S での使用にదしています。

˔ ಘられた૿幅 %NA はҟなるシークエンシング法を用いて
解析しても，SN7（一Ԙجଟ様ੑ）および֤ SN7 のଘ在ස౓
がอたれています。

TruePrimeテクノロジーとは
1hi29 %NA polymerase を用いた %NA ૿幅方法は .ultiple stranE
%isplacement AmpliGication（.%A）法とݺ͹れ，シングルセル
からのۉ一な %NA ૿幅がՄ能な方法として注目されています。し
かし，߹成ランダムϓライマーを使用することから，ϓライマー༝
来のバイアスが生͡ることが知られています。
4basebio 社は，1hi29 %NA polymerase と新نの %NA ϓライ
マーゼ 5th1rim1ol を૊み߹わせ，ランダムϓライマーによるアー
ティフΝクトや，外部 %NA Ԛ染のӨڹを௿ݮした 5rue1rime Cell�
Gree %NA AmpliGication Kit を開発しました。

͜ ͜ ͕ ͢ ͝ ͍

使用例
True1riNeT. - aNpMifieE

ceMM-free %N"

488

824

451

TuNor CiopsZ

Non - aNpMifieE
ceMM-free %N"

369

380

895

TuNor CiopsZ

S 状結௎未分Խથがん（ステージɿ54a .1a -1 ༝来ݕ者のजᙾ生ױ（4) %NA および
セルフリー %NA を用いて，がん関連 50 遺伝子について SN7（一Ԙجଟ様ੑ）をシーク
エンシングにより確ೝした。
未૿幅のセルフリー %NA（ӈ）とൺ΂て，ຊΩットで૿幅したセルフリー %NA（ࠨ）
は，ݕ出されたजᙾ生ݕ༝来 %NA のׂ߹，カバー཰が高いことがわかる。

඼　　໊
ϝʔΧʔ ঎඼コʔυ แ૷ / Ձ֨（ˇ）

Necrotic $eMM-free/EYosoNaM %N" "NpMification ,it, True1riNe
SYN300251 S:N ��0025 25 reactions 1 kit � 1��
000

Ωット内༰ɿBuGGer %�N
 Reaction buGGer
 EN51s
 H20
 En[yme 1�2

˞ຊ製品は，͝注文時にઐ用の.5A（.aterial 5ransGer Agreement）
がඞ要です。フナコシ 8eb にࡌܝの .5A にඞ要事߲を͝ه入の্，
͝ར用の販売店୲当者にお渡し下さい。

˞ผ్，cG%NA をਫ਼製するΩットがඞ要です。
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私たちは毎日お客様へ見積りを出すこと，注文書を受け取ること，有用な製品を提供することに
誇りを持っています。そして私たちの活動が，お客様の成果につながってほしいと思っています。
2022 年現在，新型コロナウイルス感染症のパンデミック後を見据えて Fong 博士と Huang 博
士の指揮の下，より良いサービスをお客様に提供するため，毎日挑戦し続けています。
SBI 社のチームは，お客様および代理店の皆様に感謝すると共に，Fong 博士と Huang 博士が過
去 20 年近くに渡って私たち社員に与えてくれたサポートに感謝し，未来の 10 年を楽しみにして
います。

systembio.com

メーカーの「いま」や FRONTIERS では語られなかった開発秘話などをお伝えする企画「メーカーだより」。
第 10 回目は，エクソソーム研究用製品をいち早くライフサイエンス市場に投入した System Biosciences 社（以下 SBI 社）に
ついて，同社営業部長の Enal Razvi 博士より会社設立から2022年現在に至るまでの歴史と今後についてお話いただきました。

連 企 画載

ϝʔΧʔͩΑΓ

SBI 社は試薬製品の開発から受託サービスまでを提供します
SBI 社は，ゲノムワイドの shRNA ライブラリーの開発からスタートしました。このライブ
ラリーは，in vivo で特定の遺伝子をノックダウン（siRNA を使用）し，遺伝子の機能や細
胞内シグナル経路を解析するために設計されました。これは，2004～2005 年当時において
最先端の製品でした。その後の数年間で，SBI 社は創業者兼会長の Kenneth Fong 博士と
ゼネラルマネージャーの Joseph Huang 博士の指揮の下で成長を遂げました。そして，
2000 年代にレンチウイルスを用いた遺伝子導入のためのツールの販売を開始しました。
Fong 博士と Huang 博士は，この分野への製品拡大が正しい道だと確信し，この分野に関連
する様々な製品・サービスを開発しました。製品の販売が軌道に乗ってほどなくして，SBI 社は
アカデミアやバイオテクノロジー企業，製薬企業から，研究委託業務に関する相談を受ける
ようになりました。その相談がきっかけとなり，SBI 社は受託サービスの提供も始めました。

製品開発に注力しお客様をサポートし続けます
バイオテクノロジー業界は熾烈な競争状態にあり，ライフサイエンス研究用試薬を扱う企業
は，その生き残りと成長のための方法を模索しています。SBI 社には，このような市場の要
望を満たす科学者の血が脈々と通っています。私は，過去 15 年間に渡って SBI 社に勤めて
きましたが，これまでに様々な出来事がありました。1 つ確かなことは，それが晴れた日で
あろうと暗い曇天の日であろうと，Fong 博士と Huang 博士の方針はブレることはありま
せんでした。彼らにとって，製品開発に注力しお客様をサポートし続けることが，最も重要
なメッセージなのです。

研究者の要望がエクソソーム回収キット開発のヒントに
2009 年，私たちはコロラド州デンバーで開催された AACR（米国がん学会）に参加し，そ
こで研究者からエクソソームに関する悩みを耳にしました。その声をもとに，SBI 社はエク
ソソームを沈殿させる試薬 ExoQuick をいち早く発売し，これをきっかけにエクソソーム研
究用製品とサービスを提供することに注力しました。現在 SBI 社は，
この分野の製品とサービスで世界中に知られており，世界中の製薬
会社・バイオテック企業・アカデミアのお客様に高価値かつ幅広い
製品を提供しています。SBI 社はこれからも細胞外小胞や遺伝子導入
の分野で革新的な製品開発を決して止めず，お客様の需要に応える
幅広い技術・製品・受託サービスを提供し続けることを信条として
います。

最大の危機は目標が高すぎて
失敗することではなく，
低すぎる目標を達成することだ。

SBI 社の運営方針

Dr. Kenneth Fong, 
Founder and Chairman

ライフサイエンス研究用試薬
を扱う会社として成功を収め
た旧 Clontech 社の創業者で
あり，同社の成長にも貢献し
たバイオテクノロジー業界の
伝説的人物の一人。

Dr. Joseph Huang, 
General Manger

細部にもよく目を配る科学者
であり，旧 Clontech 社のゼ
ネラルマネージャーとして堅
実かつ安定運営を行った。

私は 2005 年 2 月 1 日の朝，カリフォル
ニア州マウンテンビューにある SBI 社の
オフィスに到着し，Scott Artis と Alex 
Chenchik に玄関で迎えられました。彼
らは SBI 社の初期メンバーであり，Alex
は創業科学者でした。到着するや否や，

「これから次々に新製品を発売して，どん
どん注文が入ってくるから，時間を無駄
にする余裕はないぞ」と言われました。

私は，フナコシと一緒に仕事ができるこ
とを光栄に思います。会議室でフナコシ
と代理店契約を締結したのが，まるで昨
日のことのようです。SBI 社は代
理店をサポートすると同時に，
その活動に期待しています。
従業員はもちろん，代理店，
さらには研究者も SBI 社の
事業に関わることを期待し
ています。

日のことのようです。SBI 社は代
理店をサポートすると同時に，

Enal Razvi 博士
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販売店

※本紙に記載されている価格は，2022年 10月 15日現在です。 FUN-7476（ 2022.10, № 757 ）

フナコシ株式会社 〒113-0033 東京都文京区本郷2丁目9番7号

https://www.funakoshi.co.jp　　  info@funakoshi.co.jp

試薬：  reagent@funakoshi.co.jp TEL 03-5684-1620
機器：  kiki@funakoshi.co.jp TEL 03-5684-1619
受託：  jutaku@funakoshi.co.jp TEL 03-5684-1645




